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本書は、（社）情報通信技術委員会が著作権を保有しています。 

内容の一部又は全部を（社）情報通信技術委員会の許諾を得ることなく複製、転載、改変、

転用及びネットワーク上での送信、配布を行うことを禁止します。 
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＜参考＞ 

１．国際勧告との関連 
 本標準はＩＴＵ－Ｔ勧告１９９６年版Ｑ．７１４に準拠したものである。 

 

２．上記国際勧告との相違点等 
2.1 オプション選択項目 

 な し 

 

2.2 ナショナルマター項目 

 な し 

 

2.3 その他 

  (1) 本標準が上記ＩＴＵ－Ｔ勧告に対し、先行して記述している項目はない。 

  (2) 本標準が上記ＩＴＵ－Ｔ勧告に対し、追加記述している項目はない。 

  (3) 本標準が上記ＩＴＵ－Ｔ勧告に対し、下記項目についての記述を削除している。 

(a) コネクションオリエンテッドサービス 

(b) ＳＣＣＰ管理 

(c) 第２章 節 2.1 の１）のグローバルタイトルのアドレス情報の送出順序に関する記述 

(d) ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ２２１０に準拠したＭＴＰに基づくＳＣＣＰ機能 

 上記項目を削除した理由は、 

(a)、(b)および(d)については、本標準の対象外とした為。 

(c)については、現在国内で勧告Ｅ．１６４を基本とするグローバルタイトルを使用する場合、国番号を

付けることが必要でない場合がある為。 

 なお、上記ＩＴＵ－Ｔ勧告では規定しているが、本標準では規定しない事項で本標準の理解を助けるため

に記載しているものは、＃で表示する。 

 

2.4 原勧告との章立て構成比較表 

 上記国際勧告との章立て構成の相違はない。 

 

３．改版の履歴 
 

 版 数 制  定  日 改 版 内 容 

 第１版 １９９２年 ４月２８日 制 定 

 

 

第２版 

 

１９９６年 ４月２４日 

 

ＪＴ－Ｑ１２１８－ａ第２版の制定に伴 

い、分解／再組立手順を追加した。 

 

 

第３版 

 

１９９７年 ４月２３日 

 

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．７１４の内容が拡充され

１９９６年版勧告となったことに伴い、ＪＴ－

Ｑ７１４の内容をこれに適合させた。 

 
４．工業所有権 
本標準に関わる「工業所有権の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧にな

れます。 

 

５．その他 
な し 
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１．概　論

1.1　信号接続制御手順の一般的特性

1.1.1　目　的

　本標準は標準ＪＴ－Ｑ７１１に定義されているコネクションレスのネットワークサービス

およびコネクションオリエンテッドのネットワークサービスとＳＣＣＰ管理サービス

を提供するために、No.7 信号方式における信号接続制御部によって実行される手順について述べたもので

ある。これらの手順は、標準ＪＴ－Ｑ７１２に定義されているメッセージと情報要素及び標準ＪＴ－Ｑ７

１３において決定されたそれらのフォーマットとコーディングを用いる。

1.1.2　プロトコルクラス

　ネットワークサービスを提供する為に、ＳＣＣＰによって用いられるプロトコルは、次に示すように４

つのプロトコルクラスに細分化される。

－　クラス０：基本コネクションレスクラス

－　クラス１：順序制御（ＭＴＰ）コネクションレスクラス

－　クラス２：基本コネクションオリエンテッドクラス

－　クラス３：フロー制御コネクションオリエンテッドクラス

　コネクションレスプロトコルクラスは、ＸＵＤＴ、

ＬＵＤＴ

もしくはＵＤＴメッセージのユーザデータフィールドにおいて、一つのネットワークサービスデータユニッ

ト（ＮＳＤＵ）を転送するため、必要な機能を提供する。

　もしひとつのコネクションレスメッセージがＭＴＰルーチングラベルを含む最大２７２オクテットのＭ

ＴＰ　ＳＤＵサイズをサポートするＭＴＰ－ＳＡＰにより提供されたＭＴＰサービスを利用するひとつの

ＮＳＤＵに含まれたユーザデータを運ぶのに不十分であれば、プロトコルクラス０および１への分割／再

組立機能が提供される。この場合、発信ノードもしくは中継ノードは情報を複数のセグメントに分割し、

そのあとＸＵＤＴ

（もしくはネットワークオプションのＬＵＤＴ）

メッセージのデータフィールドに設定して転送する。着信ノードではＮＳＤＵが再組立てされる。

　ＪＴ－Ｑ．２２１０に対応するＭＴＰサービスが唯一ネットワークで使用されることが確実な場合、分

割情報は必要ではない。

　コネクションオリエンテッドプロトコルクラス（プロトコルクラス２および３）は分割や再組立機能を

提供する。もしＮＳＤＵが２５５オクテットより長ければ、ＤＴメッセージのデータフィールドで転送さ

れる前に発信ノードで複数のセグメントに分割される。各々のセグメントは２５５オクテット以下である。

着信先ノードにおいてＮＳＤＵは再度組立てられる。

注－ロングメッセージをサポートするＳＣＣＰプロトコルクラス２，３の高度化は今後の課題である。

1.1.2.1　プロトコルクラス０

　発信ノードのＳＣＣＰへ高位レイヤによって渡されるＮＳＤＵは、着信先ノードの高位レイヤへＳＣＣ

Ｐによって送信される。それらは互いに独立して転送される。そのため、順序が外れてＳＣＣＰユーザへ

送信される場合がある。従って、このプロトコルクラスは、純粋なコネクションレスネットワークサービ

スに相当する。
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1.1.2.2　プロトコルクラス１

　プロトコルクラス１では、一連のＮＳＤＵが順番どおり送信されるようにＳＣＣＰに対して高位レイヤ

から指示出来る機能（すなわち、「Ｎ－ユニットデータ」要求プリミティブに含まれた順序制御パラメー

タ）を付加することによって、プロトコルクラス０の機能を補完している。「ＭＴＰ－転送」要求プリミ

ティブ内の信号リンク選択番号（ＳＬＳ）パラメータは、順序制御パラメータの値に基づいてＳＣＣＰが

選択する。ＳＬＳは同じ順序制御パラメータを持つ一連のＮＳＤＵに対し同じになる。更に、ＭＴＰはこ

うした一連のＮＳＤＵに関係したＭＴＰメッセージのルーチングラベル内ＳＬＳフィールドをコード化す

ることにより、正常時それらの順序はＭＴＰとＳＣＣＰによって維持される。以上の通り、ＳＣＣＰとＭ

ＴＰはユーザへメッセージの順序転送を確保する。この様にこのプロトコルクラスは拡張されたコネクショ

ンレスサービスに相当し、付加的な順序転送機能が含まれる。

1.1.2.3　プロトコルクラス２

1.1.2.4　プロトコルクラス３

1.1.3　信号コネクション

1.1.4　コンパチビリティおよび認識不可情報の処理

1.1.4.1　コンパチビリティの規則

　この標準に対応するインプリメンテーションは運用のために要求される、ネットワークで使用する特定

のプロトコルクラスと能力に適用可能な全てのメッセージタイプパラメータとパラメータ値をサポートす

るべきである。

　インプリメンテーションはそれがサポートすることを要求されない、他のプロトコルクラス、能力もし

くはネットワークに適用可能な全てもしくはいくつかのメッセージを認識するかもしれない。そして適切

な仕組みを使いこれらメッセージを拒否できる。(例えば、エラー時メッセージ返送、

拒否もしくはエラー手順)

　この標準の現在の版で定義されない、もしくはこのインプリメンテイションでサポートされない他のメッ

セージ全てはＯＭＡＰへ報告されるとともに、破棄される(シンタックスエラー）。

フォワードコンパチビリティの総則はＩＴＵ勧告Ｑ．１４００に示される。

1.1.4.2　認識不可メッセージあるいは認識不可パラメータの処理

　認識不可メッセージタイプのコード値を持つメッセージはすべて廃棄される。メッセージ内の認識不可

パラメータは作用しない。メッセージ内の認識不可パラメータがオプションパラメータであり、メッセー

ジが中継される場合、オプションパラメータは透過的に転送されるべきである。

1.1.4.3　必須でなく、サポートされないパラメータ値の処理

　構文的に正しい認識不可パラメータ値が、中継ノードで評価される必要のないオプションパラメータで

運ばれる場合、中継ノードにより透過的に転送される。他の値はデフォルト値へリセットされるか、パラ

メータの意味に対し適用できるエラー手順の起動を行う。
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1.1.4.4　予備フィールドの処理

　ＳＣＣＰは次の方法でＳＣＣＰメッセージの予備フィールドを処理すべきである。

－　予備フィールドはメッセージ生成時ゼロにセットする。

－　予備フィールドは中継ノードでも着信先ノードでもチェックされない。

－　予備フィールドは中継ノードで変更されない。

1.1.4.5　ギャップ処理

　ギャップ(ＪＴ－Ｑ．７１３　１．５節参照)はエラーを引き起こすことなく存在できるが望ましくない。

ＳＣＣＰ標準の前版で承認されたインプリメンテーションはギャップを生成するかもしれない。

ＳＣＣＰのこの版に準拠したインプリメンテーションは発信ノードでのギャップを生成するべきではない。

それは中継ノードでギャップを取り入れないことを目的とする。

コンパチビリティのためＳＣＣＰはいかなるギャップのチェックも行わないがギャップが検出された場合、

メッセージはあたかもギャップが存在しないものとして処理されなければならない。

ギャップはメッセージの一部とは考えずに、メッセージ処理時に削除もしくは変更されるかもしれない。

1.2　コネクションオリエンテッドサービス手順の概観

1.3　コネクションレスサービス手順の概観

1.3.1　概　要

　発信ノードにおけるＳＣＣＰ機能がＳＣＣＰユーザからプロトコルクラス０あるいは１のコネクション

レスサービスによって転送されるＮＳＤＵを受け取ると、必要ならば着信アドレスおよび関連したパラメー

タ群はメッセージが送出されるノードを識別するため分析される。その後、ＮＳＤＵはＸＵＤＴ、

ＬＵＤＴ

もしくはＵＤＴに「データ」パラメータとして含まれ、MTP ルーチング機能を使用して送られる。

もしネットワーク構造がＬＵＤＴ（Ｓ）と（Ｘ）ＵＤＴ（Ｓ）メッセージ両方を許容する場合、ルーチン

グはＬＵＤＴ（Ｓ）(２．５節参照)以外のメッセージを送出するかもしれない。

ＸＵＤＴ、

ＬＵＤＴ

またはＵＤＴメッセージを受信したら、そのノードのＳＣＣＰ機能は、本標準の第２章で述べられている

ようにルーチング分析を実行する。そして、もしＸＵＤＴ、

ＬＵＤＴ

またはＵＤＴメッセージのあて先が受信したノード配下のユーザならば、そのＮＳＤＵは、ユーザである

高位レイヤ機能に渡される。もしＸＵＤＴ、

ＬＵＤＴ

またはＵＤＴメッセージの着信先が、そのノード配下でなければ、その時ＸＵＤＴ、

ＬＵＤＴ

またはＵＤＴメッセージは

可能なメッセージタイプ(２．５節参照)の変更の後

次のノードに転送される。この処理は、ＮＳＤＵが「着信アドレス」に到達するまで続けられる。

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃
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1.3.2　分割／再組立

　ＳＣＣＰコネクションレス分割はＳＣＣＰユーザに対してトランスペアレントに提供されるサービスで

あり、ひとつの（Ｘ）ＵＤＴメッセージに含むことができる大きさを越えるブロックのユーザデータをコ

ネクションレスに転送することを可能とする。このサービスにおいてはＳＣＣＰは、大きなブロックのユー

ザデータをより小さなブロック（セグメントと呼ばれる）へ分割し、そのセグメントをＸＵＤＴメッセー

ジのユーザデータとして送出し、

(この目的のためのＬＵＤＴメッセージの使用は今後の課題である)

着信先ノードでセグメントを再組立させて元々のユーザデータを(遠隔)着信先ＳＣＣＰユーザに渡す。着信

側ＳＣＣＰにおける、この手順は再組立とよばれる。

1.4　ＳＣＣＰの構造と仕様内容

　ＳＣＣＰの基本的な構造を図１－１／ＪＴ－Ｑ７１４に示す。それは以下に示す４つのブロックで構成

される。

　a)　ＳＣＣＰコネクションオリエンテッド制御部(ＳＣＯＣ)：その目的は信号コネクションの確立および

解放制御である。

　b)　ＳＣＣＰコネクションレス制御部(ＳＣＬＣ)：その目的は、コネクションレス手順をサポートし、Ｓ

ＣＣＰ－ＳＤＵ内のデータユニットのコネクションレス転送サービスをＳＣＣＰユーザ

とＳＣＣＰ管理

に提供するものである。

ＳＣＣＰ管理情報で運ばれるコネクションレスメッセージはＳＳＮ「ＳＣＣＰ管理」を持つ。

　c)　ＳＣＣＰ管理部(ＳＣＭＧ)：その目的は、ＭＴＰにおける信号ルート管理およびフロー制御機能に加

え、ＳＣＣＰユーザまたは、ＳＣＣＰユーザへの信号ルートの輻輳あるいは障害を処理する機能を提

供するものである。

　d)　ＳＣＣＰルーチング制御部(ＳＣＲＣ)：ＭＴＰあるいは上記ａ）又はｂ）の機能からメッセージを受

信時、ＭＴＰでメッセージを転送するため、あるいは上記ａ）又はｂ）の機能へメッセージを渡すた

め、必要なルーチング機能を提供する。「着信アドレス」ローカルユーザであるメッセージは、ａ）

又はｂ）の機能へ渡されるが、一方、リモートユーザ向けのものは、機能ｂ）へメッセージを渡した

結果コンパチビリティ試験が発生しない限り、遠隔のＳＣＣＰユーザへ転送するため、ＭＴＰ－ＳＡ

Ｐインスタンスに渡される。

ルーチング制御はＭＴＰネットワークへ転送されるメッセージを通してＭＴＰ－ＳＡＰインスタン

スを識別する。

本標準の第２章で、ＳＣＣＰによって実行されるアドレッシングとルーチング機能について述べる。

第３章ではコネクションオリエンテッドサービス（プロトコルクラス２，３）手順について規定する。

第４章では、コネクションレスサービス（プロトコル０，１）手順について規定する。

第５章では、ＳＣＣＰ管理手順について規定する。

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃
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「Ｎ－接続」

「Ｎ－接続」

「Ｎ－データ」

「Ｎ－優先データ」

要求 #

応答 #

要求 #

要求 #

「Ｎ－切断」

「Ｎ－リセット」

要求 #

要求 #

「Ｎ－リセット」

「Ｎ－情報」

応答 #

要求 #

#

ＣＯメッセージ

「Ｎ－

「Ｎ－

「Ｎ－

接続」

接続」

データ」

表示 #

確認 #

表示 #

ＳＣＣＰ #

ｺﾈｸｼｮﾝｵﾘｴﾝﾃｯド

「Ｎ－

「Ｎ－

「Ｎ－

「Ｎ－

優先データ」

切断」

リセット」

リセット」

表示 #

表示 #

表示 #

確認 #

制御部

ＳＣＣＰ 「ＭＴＰ－転送」　表示

「Ｎ－ 情報」 表示 # (SCOC)

ルーチング

「ＭＴＰ－転送」　要求

要求 タイプ１ # 制御部

要求 タイプ２ #

応答 # (SCRC)

「Ｎ－ﾕﾆｯﾄﾃﾞｰﾀ」 要求 ＳＣＣＰ

ＣＬメッセージ

ＣＬメッセージ

「Ｎ－ﾕﾆｯﾄﾃﾞｰﾀ」 表示 ｺﾈｸｼｮﾝﾚｽ制御部

「Ｎ－通知」 表示 (SCLC)

状態変化の

翻訳機能通

知　　　#

「Ｎ－調整」 要求 #

「Ｎ－調整」 応答 # ＳＣＣＰ # 「ＭＴＰ－休止」 表示

「Ｎ－状態」 要求 #

「Ｎ－調整」 表示 # 管理部 「ＭＴＰ－再開」 表示

「Ｎ－調整」 確認 #

「Ｎ－状態」 表示 # (SCMG) 「ＭＴＰ－状態表示」 表示

「Ｎ－信号局状態」 表示 #

図１－１／ＪＴ－Ｑ７１４　ＳＣＣＰ概観

(ITU-T Q.714)

ＳＣＣＰユーザ ＳＣＣＰ ＭＴＰ

#

S

O

G

#

S

S

T

#

S

S

P

#

S

S

A

#

S

O

R

#

S

S

C

使用不可のロー

カルサブシステ

ムまたはローカ
ルに輻輳してい

るＳＣＣＰノー

ドに対する受信
メッセージ  #
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２．アドレッシングおよびルーチング

2.1　ＳＣＣＰアドレッシングの原則

通常、「発着信ノード」を決める為にＳＣＣＰに必要な情報は、必ずしも十分とは限らないが、「発着

信アドレス」に含まれている。コネクションレス手順の場合には、通常アドレスはメッセージの発着信ノー

ドを示す。

コネクションオリエンテッド手順の場合には、通常、アドレスは信号コネクションセクションの発着信ノー

ドである。しかしながら、ＣＲメッセージの「着信アドレス」は信号コネクションの着信ノードを識別し、

「発信アドレス」は信号コネクションの発信ノードを識別する場合がある（発信アドレスの詳細について

は節 2.5 参照）。ＣＲメッセージあるいは

コネクションレスメッセージを転送する場合、アドレスは、ＳＣＣＰによって翻訳を必要とするアドレス

と翻訳を必要としないアドレスの二つの基本的なカテゴリーに区分される。

　 1) 　翻訳が必要な場合、グローバルタイトルが必要である。

　グローバルタイトルは、ダイヤル情報などのようなアドレスであるが、信号網内でのルーチング

を可能にする情報を、明らかな形では含んでいない。つまり、ＳＣＣＰの翻訳機能が必要となる。

この翻訳機能は、分散形態または集中形態で行われる。集中形態では、翻訳要求が集中データベー

スに送信されるが、これは例えばＴＣを使用して実現してもよい。

　 2) 　翻訳を必要としない場合、ＤＰＣ＋ＳＳＮが必要である。

　着信先信号局コードおよびサブシステム番号によって、ＳＣＣＰおよびＭＴＰによる直接ルーチ

ングが可能となる。つまり、ＳＣＣＰの翻訳機能は、必要ない。

　応答、メッセージ返送、あるいはコネクションレスモードの分割が必要な場合、「発信アドレス」およ

びＭＴＰのルーチングラベル内のＯＰＣは（入ＭＴＰ－ＳＡＰインスタンスの識別とともに）、メッセー

ジの発信者を一意に識別できるだけの十分な情報を含んでいなければならない。

2.2　ＳＣＣＰルーチング原則

　ＭＴＰが信号網内の別のノードからメッセージを受信すると、ＳＣＣＰルーチング制御部（ＳＣＲＣ）

は、ルーチングのためにそのメッセージをＭＴＰ－ＳＡＰインスタンスから受け取る。また、ＳＣＲＣは

ＳＣＣＰコネクションオリエンテッド制御部（ＳＣＯＣ）もしくは

ＳＣＣＰコネクションレス制御部（ＳＣＬＣ）から内部メッセージを受信し、必要なルーチング機能（例

えばアドレス翻訳）を行う。その後で、選択されたＭＴＰ－ＳＡＰインスタンスへそのメッセージを渡し

信号網内の転送を行うか、あるいはメッセージを

ＳＣＣＰコネクションオリエンテッド制御部または

ＳＣＣＰコネクションレス制御部に戻す。

　ルーチング機能は以下のもので構成される。

　 1) 　メッセージを送信すべきＳＣＣＰノードの決定

　 2) 　コンパチビリティ試験の実施

　 3) 　トラヒック規制機構の提供

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃
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2.2.1　ＭＴＰによって転送されたＳＣＣＰメッセージの受信

　ＭＴＰによって転送されたメッセージでルーチングが必要なものは、メッセージのルーチング情報を与

える「着信アドレス」パラメータを含んでいる。ルーチング機能の起動を必要とするメッセージは、

ＣＲメッセージや

すべてのタイプのコネクションレスメッセージである。

ＣＲメッセージ以外の全てのコネクションオリエンテッドメッセージは、直接ＳＣＯＣに渡される。

（注）ＣＲＥＦおよびＣＣメッセージの「着信アドレス」はルーチングには使用されない。

　「着信アドレス」パラメータをルーチングに使う場合、ルーチング識別子により以下のどの情報に基づ

いてルーチングを行うかが決定される。

　 1) 　サブシステム番号（ＳＳＮ）……これは、受信ＳＣＣＰがメッセージの着信ノードであることを

示す。ＳＳＮによってローカルサブシステムを決定する。

　 2) 　グローバルタイトル（ＧＴ）……これは、翻訳が必要なことを示す。グローバルタイトルの翻訳

により、通常、メッセージをルーチングするための着信号局コード（「 ＭＴＰ－転送」プリミティ

ブを生成するためのＤＰＣおよびＭＴＰ－ＳＡＰインスタンスの内部識別情報）、ルーチング識別

子が得られる。また、新しいＳＳＮ、または新しいＧＴのいずれか、もしくは両方が得られる場合

もある。 ＳＣＣＰルーチング機能はまた、ＭＴＰ転送に必要な追加情報（ＯＰＣ、ＳＬＳおよびＳ

ＩＯ：これらの情報は「ＭＴＰ－転送」要求プリミティブのパラメータの形でＭＴＰに渡される）

を提供する。

　「着信アドレス」パラメータにＳＰＣが含まれていたとしても、それはＳＣＲＣによって使用されない。

2.2.2　コネクションオリエンテッド制御部またはコネクションレス制御部からＳＣＣＰルーチング制御部

へのメッセージ

　メッセージの宛先を示すアドレス情報は、

コネクションオリエンテッド制御部または

コネクションレス制御部からＳＣＣＰルーチング制御部が受信した各内部メッセージにより与えられる。

ＸＵＤＴ、

ＬＵＤＴ、または

ＵＤＴメッセージの場合、アドレス情報は「Ｎ－ユニットデータ」要求プリミティブに含まれる「着信ア

ドレス」パラメータから得る。

　ＳＣＣＰルーチングによって受信したＣＲメッセージの場合、アドレス情報は、「Ｎ－接続」要求プリ

ミティブに含まれる「着信アドレス」パラメータから、もしくは受信したＣＲメッセージに含まれるアド

レス情報から得られ、ＳＣＯＣにおいて使用可能となる（後者はカップリングの中継ノードの場合を示す）。

ＣＲメッセージ以外のコネクションオリエンテッドメッセージの場合、アドレス情報は、そのメッセージ

が送信されるべきコネクションセクションと対応している。

　このアドレス情報は、次のような形式になる。

　 1) 　ＤＰＣ

　 2) 　ＤＰＣ＋ＭＴＰ－ＳＡＰインスタンス＋以下のいずれか

a)　０でないＳＳＮ

b)　ＧＴまたはＧＴ＋０であるＳＳＮ

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃
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c)　ＧＴ＋０でないＳＳＮ

d)　０であるＳＳＮ

　 3) 　ＳＳＮを伴う、あるいは伴わないＧＴ

　１）の形式は、ＣＲメッセージ以外のコネクションオリエンテッドメッセージに適用される。

　２），３）の形式はコネクションレスメッセージ

およびＣＲメッセージ

に適用される。

2.2.2.1　ＤＰＣがある場合

　アドレス情報の中にＤＰＣがあり、そのＤＰＣがそのノード自身でない場合、そのメッセージは、以下

に示すアドレス情報を含んだ「ＭＴＰ－転送」要求プリミティブを使って、選択されたＭＴＰ－ＳＡＰイ

ンスタンスに渡される。

　 1) 　その他のアドレス情報がない場合（節 2.2.2 の 1）は、そのメッセージ内で「着信アドレス」は提

供されない。

　 2) 　０でないＳＳＮがあるがＧＴがない場合（節 2.2.2 の 2a）、与えられる「着信アドレス」情報は、

このＳＳＮと「ＳＳＮに基づくルーチング」 と設定されたルーチング識別子から構成される。

　 3) 　ＧＴはあるが、ＳＳＮがないかもしくはＳＳＮが０の場合（節 2.2.2 の 2b）、ＤＰＣはグローバル

タイトル翻訳が行われる場所を示している。与えられる「着信アドレス」情報は、このＧＴと「Ｇ

Ｔに基づくルーチング」 と設定されたルーチング識別子から構成される。

　 4) 　０でないＳＳＮおよびＧＴの両方がある場合（節 2.2.2 の 2c）、与えられる「着信アドレス」は、

ＳＳＮとＧＴの両方から構成される。ルーチング識別子は、「ＧＴに基づくルーチング」と「ＳＳ

Ｎに基づくルーチング」のどちらにも設定されうる。ルーチング識別子の選択方法については、本

標準の規定の対象外である。

　 5)   ０であるＳＳＮがあるがＧＴがない場合（節 2.2.2 の 2d）、アドレス情報は不完全であり、メッセー

ジは廃棄される。

この異常状態は節 3.10.1　1) b6 に記述されている事柄に類似している。

　ＤＰＣがそのノード自身であり、

　 1) 　０でないＳＳＮがあるがＧＴがない場合（節 2.2.2 の 2a）、メッセージはメッセージタイプおよび

サブシステムの状態により

コネクションオリエンテッド制御部あるいは

コネクションレス制御部に渡される。

　 2) 　ＧＴはあるがＳＳＮがないかもしくはＳＳＮが０の場合（節 2.2.2 の 2b）、メッセージは翻訳機能

へ渡される。

　 3) 　０でないＳＳＮおよびＧＴの両方がある場合（節 2.2.2 の 2c）、メッセージが翻訳機能へ渡される

かどうかはインプリメンテーションによる。

　 4)   ０であるＳＳＮがあるがＧＴがない場合（節 2.2.2 の 2d）、アドレス情報は不完全であり、メッセー

ジは廃棄される。

この異常状態は節 3.8.3.1　1)b6 に記述されている事柄に類似している。

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃
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2.2.2.2　ＤＰＣがない場合

　ＤＰＣが存在しない場合（節 2.2.2 の 3）には、メッセージを送信する前にグローバルタイトルの翻訳が

必要となる。翻訳の結果、ＤＰＣを生成する。新しいＳＳＮまたはＧＴ、あるいは両者を生成することも

ある。グローバルタイトルを翻訳した結果、生成したＧＴおよび／またはＳＳＮが翻訳前の着信アドレス

に含まれていたＧＴおよび／またはＳＳＮとは違う場合は、その新しいＧＴ、ＳＳＮが既存のものと置き

換えられる。ＳＣＲＣの翻訳機能は、さらに、ＲＩを設定し、適当なＭＴＰ－ＳＡＰインスタンスを選択

し、ＭＴＰ転送に必要な情報（ＯＰＣ、ＳＬＳおよびＳＩＯ）を与える。その後は、節 2.2.2.1 と同じよう

にルーチング手順を続ける。

2.3　ＳＣＣＰルーチング

　ＳＣＣＰルーチング機能は、「着信アドレス」に含まれる情報に基づく。

2.3.1　ＭＴＰによって転送されるＳＣＣＰメッセージの受信

　ＳＣＲＣがＭＴＰからメッセージを受け取ったとき、ローカルＳＣＣＰあるいはノードが過負荷の状態

であれば、ＳＣＲＣはＳＣＭＧに通知する。

　ＭＴＰからメッセージを受信するとＳＣＲＣは、以下のいずれかの処理を行う。ＭＴＰが「ＭＴＰ－転

送」表示プリミティブを出すとＳＣＣＰはメッセージを受信する。

　 1) 　メッセージがＣＲメッセージ以外のコネクションオリエンテッドメッセージの場合は、ＳＣＲＣ

はＳＣＯＣにメッセージを渡す。

　 2) 　メッセージが

ＣＲメッセージ

　もしくはコネクションレスメッセージであり、かつ「着信アドレス」内のルーチング識別子が「Ｓ

ＳＮに基づくルーチング」を示している場合は、ＳＣＲＣはローカルサブシステムの状態をチェッ

クする。

a) 　サブシステムが使用可能であれば、メッセージの種別に基づいて、ＳＣＬＣ

かＳＣＯＣのどちらか

にメッセージを渡す。

b) 　サブシステムが使用不可で

－　メッセージがコネクションレスメッセージの場合、メッセージ返送手順を起動する。

－　メッセージがＣＲメッセージの場合、接続拒否手順を起動する。

更に、使用不可サブシステムへのメッセージが受信されたことをＳＣＣＰ管理部に通知する。

　 3) 　メッセージが

ＣＲメッセージ

もしくはコネクションレスメッセージであり、かつ「着信アドレス」内のルーチング識別子が「Ｇ

Ｔに基づくルーチング」を示している場合は、グローバルタイトルの翻訳を行わなければならない。

ＳＣＣＰホップカウンタを（もしあれば）減算し、ホップカウンタ違反になった（すなわちカウ

ンタ値が０となった）場合は、

－　コネクションレスメッセージの場合、メッセージ返送手順を起動する。

－　ＣＲメッセージの場合、接続拒否手順を起動する。

更に、保守機能に通知される。

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃
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a) 　グローバルタイトルの翻訳が成功した場合（節 2.4.4 参照）、

ⅰ) 　ＤＰＣがそのノード自身の場合は、メッセージを

メッセージ種別に基づいてＳＣＯＣおよび

ＳＣＬＣに渡す。

ⅱ) 　ＤＰＣがそのノード自身ではなく、メッセージがコネクションレスメッセージの場合、

コンパチビリティ試験がそのメッセージをＳＣＬＣに返送しなければ、もしくはそのメッセー

ジがトラヒック規制機構により廃棄されなければ、

「ＭＴＰ－転送」要求プリミティブを起動する。

ⅲ) 　ＤＰＣがそのノード自身ではなく、 メッセージがＣＲメッセージの場合、

－　コネクションセクションのカップリングが必要な場合、メッセージはＳＣＯＣに渡される。

－　コネクションセクションのカップリングが必要でない場合、そのメッセージがトラヒック

規制機構により廃棄されなければ、「ＭＴＰ－転送」要求プリミティブを起動する。

b) 　その他の場合全て

－　コネクションレスメッセージであれば、メッセージ返送手順を起動する。

－　ＣＲメッセージであれば、接続拒否手順を起動する。

2.3.2　コネクションレス制御部またはコネクションオリエンテッド制御部からＳＣＣＰルーチング制御部

へのメッセージ

　コネクションレス制御部

またはコネクションオリエンテッド制御部

からメッセージを受信するとＳＣＣＰルーチング制御部は、以下のいずれかの処理を行う。

　 1) 　メッセージがカップリングを伴う中継ノード（コネクションセクションの対応付け中）でのＣＲ

メッセージの場合、既に行われているグローバルタイトル翻訳の結果を考慮して、「ＭＴＰ－転送」

要求プリミティブを起動する。

　 2) 　ＣＲメッセージ以外のコネクションオリエンテッドメッセージで、

－　ＤＰＣおよびリモートＳＣＣＰが使用可能な場合、そのメッセージがトラヒック規制機構によ

り廃棄されなければ、「ＭＴＰ－転送」要求プリミティブを起動する。

－　ＤＰＣおよび／またはリモートＳＣＣＰが使用不可の場合、切断手順を起動する。

　 3) 　ＣＲメッセージまたは

コネクションレスメッセージに対応するプリミティブの中の「着信アドレス」が表２－１／ＪＴ－

Ｑ７１４に示す組合せのうちの一つを含むとき、次に示す４つの動作のうち、一つが行われる。

表２－１／ ＪＴ－Ｑ７１４　コネクションレス制御部からのメッセージの受信もしくは

(ITU-T Q.714) コネクションオエンテッド制御部からのＣＲメッセージの

受信時の動作

ＧＴなし、かつ

ＳＳＮなし

または

ＳＳＮ＝０

ＧＴあり、かつ

ＳＳＮなし

または

ＳＳＮ＝０

ＧＴなし、かつ

ＳＳＮあり

ＧＴあり、かつ

ＳＳＮあり

ＤＰＣなし （４） （２） （４） （２）

ＤＰＣ＝自ノード （４） （２） （１） （１）、（２）注）

ＤＰＣ＝リモートノード （４） （３） （１） （１）、（３）注）

　注）適切な動作の選択については本勧告の規定対象外である。

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃
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動作（１）：

　　a) 　ＤＰＣがそのノード自身でなく、リモートのＤＰＣ、ＳＣＣＰおよびＳＳＮが使用可能である場

合は、

コンパチビリティ試験によりそのメッセージがＳＣＬＣに返送されなければ、またはトラヒック規

制機構によりそのメッセージが廃棄されなければ、

「ＭＴＰ－転送」プリミティブが起動される。

　　b)　ＤＰＣがそのノード自身でなく、リモートのＤＰＣ、ＳＣＣＰおよび／またはＳＳＮが使用不可

である場合は、

－　コネクションレスメッセージの場合、メッセージ返送手順を起動する。

－　ＣＲメッセージの場合、接続拒否手順を起動する。

　　c) 　ＤＰＣがそのノード自身である場合は、上記節 2.3.1 の 2 の手順がとられる。注）

注）ローカルサブシステム間のルーチング機能はインプリメンテーションによる。

動作（２）：

　　a) 　グローバルタイトルの翻訳が成功した場合（節 2.4.4 参照）、

－　ＤＰＣがそのノード自身である場合は、

メッセージ種別に基づいて、ＳＣＯＣおよび

ＳＣＬＣにメッセージを渡す。

－　ＤＰＣがそのノード自身でない場合は、

コンパチビリティ試験によりそのメッセージがＳＣＬＣに返送されなければ、またはトラヒック

規制機構によりそのメッセージが廃棄されなければ、

「ＭＴＰ－転送」プリミティブが起動される。

　　b)　グローバルタイトルの翻訳が不成功の場合（節 2.4.4 参照）、

－　コネクションレスメッセージの場合、メッセージ返送手順を起動する。

－　ＣＲメッセージの場合、接続拒否手順を起動する。

動作（３）：

ＳＳＮのチェックを除き、動作（１）と同じ動作が適用される。

動作（４）：

「着信アドレス」は不十分な情報しか含んでいない。よって、

－　コネクションレスメッセージの場合、メッセージ返送手順を起動する。

－　ＣＲメッセージの場合、接続拒否手順を起動する。

2.4　グローバルタイトル翻訳

2.4.1　グローバルタイトル翻訳の一般的特徴

　グローバルタイトル翻訳（ＧＴＴ）機能は、節 2.3 に示されるルーチング手順の下でＳＣＣＰルーチング

制御部（ＳＣＲＣ）にて起動される。

　ＧＴＴ機能により、「ＧＴに基づくルーチング」というルーチング識別子（ＪＴ－Ｑ７１３節 3.4.1 参照）

が結果として得られた場合、ＧＴＴ機能は、グローバルタイトルおよびグローバルタイトル翻訳が行われ

るべきノードのＤＰＣを出力しなければならない。この処理は、 最終着信先が決まったことを意味する「Ｓ

ＳＮに基づくルーチング」というルーチング識別子がＧＴＴ機能により結果として得られるまで繰り返さ

れる。

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃
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　グローバルタイトルアドレッシング能力およびＧＴＴ機能は、異なるアプリケーションに対応する多様

なＳＣＣＰアドレスエンティティそれぞれが、固有のアドレッシング形式を持つことを可能にする。ＧＴ

Ｔを必要とする全てのアプリケーション特有アドレッシング形式は、この節に記述されるＧＴＴ手順の構

成に準じて規定されるべきである。

2.4.2　用語の定義

2.4.2.1　ＧＴ情報

　ＧＴ情報はグローバルタイトル識別子（ＧＴＩ）とグローバルタイトル（ＧＴ）からなる。

　 1) 　グローバルタイトル識別子（ＧＴＩ）

　ＳＣＣＰで認識されるグローバルタイトル識別子の一覧は、ＪＴ－Ｑ７１３の節 3.4.1 および節

3.4.2.3 参照。グローバルタイトル識別子は、グローバルタイトルの内容とフォーマットを決めるた

めに使われる。

　 2) 　グローバルタイトル（ＧＴ）

　グローバルタイトルは、必須情報であるグローバルタイトルアドレス情報（ＧＴＡＩ）とＧＴＩ

により１つ、または２つ以上となる以下に示す情報で構成される。

a) 　コーディング体系（ＥＳ)

　ＳＣＣＰで認識されるコーディング体系の一覧は、ＪＴ－Ｑ７１３の節 3.4.2.3 参照。コーディ

ング体系は、グローバルタイトルアドレス情報がどのようにコード化されているかを示す。コー

ディング体系が含まれる場合、グローバルタイトルアドレス情報はそのコーディング体系に従っ

てデコードされる。コーディング体系は含まれていないが翻訳タイプが含まれる場合、コーディ

ング体系は、その翻訳タイプに関連する翻訳ルールにより規定される。翻訳タイプおよび翻訳ルー

ルについては d）および 3）を参照のこと。それぞれのコーディング体系の値が持つ意味は、その

コーディング体系が含まれていることを示す全てのＧＴＩ値に対して共通である。

b) 　番号計画（ＮＰ）

　ＳＣＣＰで認識される番号計画の一覧は、 ＪＴ－Ｑ７１３の節 3.4.2.3.3 参照。番号計画は、グ

ローバルタイトルアドレス情報が、個々の番号計画として定義された構文や意味に従った異なる

部分（例えば、国番号、加入者番号、国内番号など）からどのように構成されているかを示す。

それぞれの番号計画の値が持つ意味は、その番号計画が含まれていることを示す全てのＧＴＩ値

に対して共通である。

c) 　アドレス識別子の種別（ＮＡＩ）

　ＳＣＣＰで認識されるアドレス識別子の種別の一覧は、 ＪＴ－Ｑ７１３の節 3.4.2.3.1 参照。ア

ドレス識別子の種別は、ある番号計画におけるグローバルタイトルアドレス情報の「範囲」を定

義する。アドレス識別子の種別の値が持つ意味は、唯一番号計画にのみ依存する。これはＧＴＩ

の値に依存しない。

d) 　翻訳タイプ（ＴＴ）

　ＳＣＣＰで認識される翻訳タイプの一覧は、 ＪＴ－Ｑ７１３の節 3.4.2.3.2 を参照。

また、ＧＴＩが４の場合にＳＣＣＰで認識される翻訳タイプの一覧は、 ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．７１

３のＡＮＮＥＸ　B を参照。

　翻訳タイプは、番号計画、アドレス識別子の種別と共に、翻訳ルールのセットを定義するトラ

ンスレータを決定する。

　コーディング体系が含まれないＧＴＩの場合、翻訳タイプ値は暗黙にＧＴＡＩのコーディング

体系を規定する。

翻訳タイプの値の持つ意味は、ＧＴＩ値毎に異なる。
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　 3) 　翻訳ルール

　ルールセットはＳＣＣＰアドレスエンティティがどのタイプか（いくつかのサービス／アプリケー

ションはグローバルタイトル情報により一意にアドレスが決定される）、およびＧＴＴ機能がグロー

バルタイトルアドレス情報をどのように翻訳するかを規定する。

　翻訳ルールは、該当するアプリケーションのＳＣＣＰアドレスエンティティを他のエンティティ

と明確に区別するためにＧＴＡＩのどの部分が必要かを規定する。しかしながら、翻訳ルールはＧ

ＴＡＩのどの部分がＤＰＣあるいはＤＰＣ＋ＳＳＮに翻訳されるかは規定しない。ＤＰＣとＳＳＮ

の決定はインプリメンテーション上の規定であり、着信ネットワークに特有のローカル情報（節

2.4.3.1 参照）を必要とする。翻訳ルールは、翻訳によりＳＳＮを決定すべきかどうかを規定するこ

ともある。

　 4) 　翻訳ルールの識別

　翻訳ルールは、ＧＴＩと関連するＴＴ、ＮＰおよびＮＡＩの値によって一意に識別されなければ

ならない。

2.4.2.2　ＧＴＴ機能で使用するその他の定義

　 1) 　ＳＣＣＰエンティティ

　ＳＣＣＰエンティティとは、ローカルＭＴＰ－ＳＡＰ＋ＤＰＣ（＋もしあればＳＳＮ ）である。

注：ＳＳＮが０（不明あるいは未使用）であるＳＣＣＰエンティティは、ＳＳＮ値のないＳＣＣＰ

エンティティとは異なる。

　 2) 　ＳＣＣＰエンティティセット

　ＳＣＣＰエンティティセットとは、一つのＳＣＣＰエンティティあるいは同じタイプの２つのＳ

ＣＣＰエンティティ（一方のＳＣＣＰエンティティでＳＳＮが存在するなら、他方でもＳＳＮが存

在する）から構成される。後者の場合、２つのＳＣＣＰエンティティは「プライマリー」ＳＣＣＰ

エンティティと「バックアップ」 ＳＣＣＰエンティティである場合もあれば、負荷分散で使用可能

なように同一のＳＣＣＰエンティティに翻訳される場合もある。

　 3) 　ＤＰＣ

　ＤＰＣは、それが導きだされたＭＴＰネットワーク内でのみ有効である。ＳＣＣＰゲートウェイ

はいくつかのＭＴＰネットワークを管理することから、グローバルタイトル翻訳の結果のＤＰＣに

はＭＴＰネットワークを識別する情報、すなわちＭＴＰ－ＳＡＰインスタンスを付随することがで

きる。

2.4.3　ＧＴＴ機能への入力

　以下に示す情報種別はＧＴＴ機能への入力となりうる。

2.4.3.1　ローカル情報（必須）

　ローカル情報は、第一にルーチング情報を含み、第二に管理情報を含む。

－　ルーチング情報はインプリメントされる網に特有であり、ＧＴＴ機能への運用管理上の入力である。

これらはアプリケーションのためのグローバルタイトル翻訳に必要な「翻訳ルール」を記述した静的

データである。

－　管理情報は、アクセス可能性の観点でネットワークの状態を特定する情報である。管理情報は、Ｓ

ＣＣＰノードのアクセス可／不可（ＭＴＰおよびＳＣＣＰレベルでのアクセス可能／不可）、および

別のＳＣＣＰノードにおけるサブシステムのアクセス可／不可を反映した動的データである。
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2.4.3.2　ＧＴ情報（必須）

　ＧＴ情報はＧＴＴ機能への入力として必要である。次のものを含む。

－　ＧＴＩ値

－　ＧＴＩによっては、ＴＴ、ＮＰ、ＮＡＩ、ＥＳ値

－　ＧＴＡＩ値

2.4.3.3　ＳＳＮ（存在するなら必須）

　たとえＳＳＮが０であっても、ＳＳＮはＧＴＴ機能への必須の入力である。

2.4.3.4　負荷分散情報

　ＧＴＴ機能が負荷分散機構を扱う場合には、ＳＬＳがＧＴＴ機能への入力とされてもよい。

2.4.4　ＧＴＴ機能の出力

　３つのタイプの出力が可能である。

－　メッセージをネットワーク内でルーチングあるいは分配するために必要なパラメータを含む「成功」

出力。

－　与えられた入力に対する翻訳が存在しない「不成功」出力（節 2.4.5 のステップ 1、2、4 を参照）。

不成功理由は「アドレスの性質上翻訳不可」または「特殊なアドレスのため翻訳不可」である。

－　翻訳は存在するが、アクセス可能な着信先がない場合の「不成功」出力（節 2.4.5 のステップ 4 を参

照）。不成功理由は「ＭＴＰ障害」、「ＳＣＣＰ障害」または「サブシステム障害」である。

　ＲＬＳＤ、ＣＲＥＦあるいは

ＸＵＤＴＳ、

ＬＵＤＴＳ、

ＵＤＴＳメッセージに使う理由については節 2.8 を参照。

　ＧＴＴ機能の「成功」出力における主要な出力は、ＤＰＣとルーチング識別子の２つである。

　ルーチング識別子が「ＳＳＮに基づくルーチング」ならば、ＳＳＮがＧＴＴ機能の出力として必要であ

る。ＤＰＣ＋ＳＳＮで定義されるサブシステムはＳＣＲＣからアクセス可能であることが期待される。着

ノードにおけるＧＴ翻訳の場合には、ＤＰＣはローカルＤＰＣである場合がある。出力としてのＧＴ情報

はオプションである。

　ルーチング識別子が「ＧＴに基づくルーチング」ならば、ＧＴ情報がＧＴＴ機能の出力として必要であ

り、得られたＤＰＣはアクセス可能であることが期待される。ＧＴ情報は、ＧＴＡＩと、（ＧＴＩによっ

ては）ＴＴ、ＮＰ、ＮＡＩ、ＥＳから構成される。出力としてのＳＳＮはオプションである。

2.4.5　グローバルタイトル翻訳機能

　ＳＣＲＣによりＧＴＴ機能が起動されたとき、ＧＴＴ機能は次のように動作する。

　 1) 　ステップ１：ＧＴＩと３つのオプションパラメータ、ＴＴ、ＮＰおよびＮＡＩが、翻訳ルールセッ

トを規定したトランスレータと一意に関連づけられる。トランスレータが決定できなければ、ＧＴ

Ｔ機能は、理由値「アドレスの性質上翻訳不可」をもって異常終了する。

＃

＃
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　 2)   ステップ２： ステップ１で決められた翻訳ルールセットにより、ＧＴＡＩが（もしあればコーディ

ング体系とともに）解析される。このＧＴＡＩに対応する出力が得られなければ、ＧＴＴ機能は、

理由値「特殊なアドレスのため翻訳不可」をもって異常終了する。ＧＴＡＩに対応する出力が得ら

れた場合、ステップ２の出力は少なくともルーチング識別子（ＲＩ）とＳＣＣＰエンティティセッ

トである。加えて、ルーチング識別子が「ＧＴに基づくルーチング」であるなら、ＧＴ情報が必須

出力であり、それ以外の場合にはＧＴ情報はオプション出力である。

　 3) 　ステップ３：あるＳＳＮがＧＴＴ機能の入力として使用可能である場合、ステップ３はＳＣＣＰ

エンティティセットにＳＳＮが含まれない場合のデフォルトとしてこのＳＳＮを使用する。ＳＣＣ

Ｐエンティティセット中のＳＳＮ値が０の場合もある：これもＧＴＴ機能に入力されたＳＳＮを上

書きするために使用される正常な値である。

　 4) 　ステップ４：このステップで管理情報が考慮される。またこのステップで負荷分散機構を実装す

ることができる。

　定義により、次の２つの条件が両方とも満たされたとき、ＳＣＣＰエンティティはアクセス可能である

とされる。

－　関連するＤＰＣが（ＭＴＰおよびＳＣＣＰレベルで）アクセス可能である、又はＤＰＣがロー

カルノードである。

－　ルーチング識別子が「ＳＳＮに基づくルーチング」である場合に、０でないＳＳＮが存在し、

かつそのサブシステムがＤＰＣで示されるノードにおいてアクセス可能である。

a) 　ＳＣＣＰエンティティセットがただ一つのＳＣＣＰエンティティのみからなり、そのＳＣＣＰ

エンティティがアクセス不可能であれば、ＧＴＴ機能の結果は「ＭＴＰ障害」、「ＳＣＣＰ障害」

あるいは「サブシステム障害」となる。ルーチング識別子が「ＳＳＮに基づくルーチング」であ

り、アクセス不可能な理由がＳＣＣＰエンティティにＳＳＮがないため、もしくはＳＳＮが０で

あったための場合には、ＧＴＴ機能の結果は「特殊なアドレスのため翻訳不可」となる。

b) 　ＳＣＣＰエンティティセットがただ一つのＳＣＣＰエンティティのみからなり、そのＳＣＣＰ

エンティティがアクセス可能であれば、

－　ルーチング識別子が「ＧＴに基づくルーチング」の場合、ＧＴＴ機能の出力は、ステップ２

の出力として、ＲＩ、ＧＴ情報、およびステップ３の出力として、ＳＣＣＰエンティティの中

のＤＰＣ、およびもしあれば関連するＳＳＮとなる。

－　ルーチング識別子が「ＳＳＮに基づくルーチング」の場合、ＧＴＴ機能の出力は、ステップ

２の出力として、ＲＩおよび、もしあればＧＴ情報、およびステップ３の出力として、ＳＣＣ

Ｐエンティティの中のＤＰＣおよびＳＳＮとなる。
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c) 　ＳＣＣＰエンティティセットが２つのＳＣＣＰエンティティを含み、負荷分散機構が無いなら

ば、「プライマリー」ＳＣＣＰエンティティのアクセス可能性を調べる。もし、「プライマリー」

ＳＣＣＰエンティティがアクセス可能なら、ＧＴＴ機能の結果の一部として「プライマリー」Ｓ

ＣＣＰエンティティが選択される。もし、「プライマリー」ＳＣＣＰエンティティがアクセス不

可能なら、「バックアップ」ＳＣＣＰエンティティのアクセス可能性を調べる。もし、「バック

アップ」ＳＣＣＰエンティティがアクセス可能なら、ＧＴＴ機能の結果の一部として「バックアッ

プ」ＳＣＣＰエンティティが選択される。もし、「バックアップ」ＳＣＣＰエンティティがアク

セス不可能なら、ＧＴＴ機能の出力は「ＭＴＰ障害」、「ＳＣＣＰ障害」あるいは「サブシステ

ム障害」となる（両方のＳＣＣＰエンティティで

拒否理由または

返送理由が異なる場合に、どちらが選択されるかはインプリメンテーションによる）。ルーチン

グ識別子が「ＳＳＮに基づくルーチング」である場合に、アクセス不可能である理由が、両方の

ＳＣＣＰエンティティにＳＳＮを含んでいないため、あるいはＳＳＮが０であったための場合に

は、ＧＴＴ機能の出力は「特殊なアドレスのため翻訳不可」となる。

d) 　ＳＣＣＰエンティティセットが２つのＳＣＣＰエンティティを含み、負荷分散機構を実装して

いる場合、負荷分散情報およびＳＣＣＰエンティティのアクセス可能性に応じて一方のＳＣＣＰ

エンティティが選択される。片方のＳＣＣＰエンティティが選択可能なら、ＧＴＴ機能の結果の

一部としてそのエンティティが選択される。両方のＳＣＣＰエンティティがアクセス不可能であ

るなら、ＧＴＴ機能の出力は「ＭＴＰ障害」、「ＳＣＣＰ障害」あるいは「サブシステム障害」

となる（両方のＳＣＣＰエンティティで

拒否理由または

返送理由が異なる場合に、どちらが選択されるかはインプリメンテーションによる）。ルーチン

グ識別子が「ＳＳＮに基づくルーチング」である場合に、アクセス不可能である理由が、両方の

ＳＣＣＰエンティティにＳＳＮを含んでいないため、あるいはＳＳＮが０であったための場合に

は、ＧＴＴ機能の出力は「特殊なアドレスのため翻訳不可」となる。

　図２－１／ＪＴ－Ｑ７１４は、グローバルタイトル翻訳機能において使用されるパラメータと翻訳ステッ

プを示している。

　図中、

－　括弧内のパラメータはオプションである。

－　ＳＬＳパラメータの破線は、仮定したインプリメンテーション上では負荷分散機構自体が必要では

ないことを意味する。この機能が存在する場合、ＳＬＳが入力パラメータとなってもよい。

＃

＃
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図２－１／ＪＴ－Ｑ７１４　グローバルタイトル翻訳機能のステップとパラメータ

（ITU-T Q.714)
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2.5　コンパチビリティ試験

2.6　トラヒック規制機構

2.7　「発信アドレス」の扱い方

2.7.1　アドレス識別子

　コネクションレスメッセージの分割／再組立プロセスには、明確な発信アドレスがすべてのセグメント

に設定されることが必要である。「アドレス識別子」のビット１から７までを０とコーディングすること

によるＸＵＤＴ、

ＬＵＤＴ、

ＵＤＴメッセージからの発信アドレスの「消去」は、そのメッセージが（Ｘ）ＵＤＴメッセージの最大長

を越える可能性があることから、開発中のアプリケーションでは行ってはならない。

2.7.2　国際網における発信アドレス

2.7.3　ルーチング識別子

　ＸＵＤＴ、

ＬＵＤＴ、

ＵＤＴメッセージの着信アドレスのルーチング識別子が「ＧＴに基づくルーチング」であった場合、着信

先が同じＭＴＰ網内であり、ＭＴＰルーチングテーブルがメッセージを返送することが可能でないかぎり

は、発信アドレスのルーチング識別子も「ＧＴに基づくルーチング」にセットされる。

　ただし、ＣＲメッセージについては、発信アドレスは、「ＳＳＮに基づくルーチング」の場合もある。

なぜならば、後続のメッセージはコネクションセクション毎にルーチングされるからである。

2.7.4　スクリーニング

　スクリーニングは、オプションのネットワーク特有機能である。

　受信ノードにおいて、例えば、ＮＰ／ＴＴ／ＮＡＩに対するトランスレータが使用可能かどうか、かつ

／または発信アドレスの数値が許容されるものかをチェックする、といった発信アドレスに対するさらな

るスクリーニングを行ってもよい。

2.7.5　発信アドレスへのＯＰＣの含有

　以下の節に記述されるルールを適用する。

2.7.5.1　ＬＵＤＴ、ＸＵＤＴ、ＵＤＴメッセージ

　 a) 　発ノード

　着信アドレスのルーチング識別子が「ＧＴに基づくルーチング」であり、発信アドレスのルーチ

ング識別子が「ＳＳＮに基づくルーチング」であるとき、ＳＣＣＰルーチング機能は発信アドレス

にＯＰＣを含めなければならない。それ以外のすべての場合は、発信アドレスにＯＰＣを含めるこ

とは不適切である。

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃



- 19 - ＪＴ－Ｑ７１４

　 b) 　中継ノード

　発信アドレスのルーチング識別子が「ＳＳＮに基づくルーチング」で、ＳＰＣが発信アドレスに

含まれない場合には、メッセージを次のノードに送出する前にＭＴＰルーチングラベルのＯＰＣを

発信アドレスに挿入する。ただし、ＭＴＰネットワークの境界をまたがる場合、「ＳＳＮに基づく

ルーチング」は許されない（節 2.7.2 参照）。

　 c) 　着ノード

　発信アドレスのルーチング識別子が「ＳＳＮに基づくルーチング」であり、発信アドレスにＳＰ

Ｃが含まれれば、そのＳＰＣが発ＳＣＣＰノードを示す。発信アドレスのルーチング識別子が「Ｓ

ＳＮに基づくルーチング」であり、発信アドレスにＳＰＣが含まれなければ、ＭＴＰルーチングラ

ベルのＯＰＣが発ＳＣＣＰノードを示す。

2.7.5.2　CR メッセージ

2.8　ルーチング障害

　ＳＣＣＰルーチングにおいてメッセージ転送不可能である場合、

ＲＬＳＤメッセージ、ＣＲＥＦメッセージ、あるいは

ＸＵＤＴＳ、

ＬＵＤＴＳ、

ＵＤＴＳメッセージ（ＪＴ－Ｑ７１３の節 3.12「返送理由」参照）に後述の節 2.8.1 から 2.8.6 までに記述

される理由のうち一つが表示される。

　エンドノードがルーチング障害の情報を受けたとき、この情報は

Ｎ－切断プリミティブ、あるいは

Ｎ－通知プリミティブ（ＪＴ－Ｑ７１１の節 2.2.2.2.4「返送理由」参照）によりＳＣＣＰユーザへ通知され

る。

ＪＴ－Ｑ７１３の付属資料 A は、メッセージ（ＲＬＳＤ、ＣＲＥＦ、ＸＵＤＴＳ、ＬＵＤＴＳ、ＵＤＴＳ）

中の理由とプリミティブ（Ｎ－切断、Ｎ－通知）中の理由のマッピングを記述している。

2.8.1　アドレスの性質上翻訳不可

　翻訳タイプ、番号計画、アドレス識別子の種別の組み合わせに対して翻訳が起動されたが、これらの組

み合わせに対応するトランスレータが存在しない（節 2.4.5 ステップ１参照）。

　次の理由が適用される。

－　切断理由：（この場合に当てはまらない）

－　拒否理由：アドレスの性質上翻訳不可

－　返送理由：アドレスの性質上翻訳不可

2.8.2　特殊なアドレスのため翻訳不可

　数字列に対する翻訳が起動されたが、翻訳テーブルに該当する数値列が見つからない。それゆえ、翻訳

が確定しない（節 2.4.5 ステップ２参照）。ＧＴＴが決定したＲＩが「ＳＳＮに基づくルーチング」である

場合に、ＳＳＮがＳＣＣＰエンティティセット内にもＧＴＴの入力としても存在しない場合にも同じ理由

が適用される（節 2.4.5 ステップ４参照）。

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃
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　次の理由が適用される。

－　切断理由：（この場合に当てはまらない）

－　拒否理由：着信アドレス不明

－　返送理由：特殊なアドレスのため翻訳不可

2.8.3　ＭＴＰ／ＳＣＣＰ／サブシステム障害

　関連する着信アドレスに使用可能なルートが無いため、翻訳が不成功となった（節 2.4.5 ステップ４参照）。

これは以下に示す項目の障害による。

　 1) 　ＭＴＰ（着信号局アクセス不可）

　 2) 　ＳＣＣＰ（中継ノードあるいは着ノードでＳＣＣＰユーザパートが使用不可）

　 3) 　ＳＣＣＰサブシステム（サブシステム

禁止もしくは

使用不可）

　 4) 　代替ルートがあり、通常ルート、バックアップルートの両方が使用不可の場合は、上記３つのうち

２つの組み合わせ

　次の理由が適用される。

－ 1) に対して

－　切断理由：ＭＴＰ障害

－　拒否理由：着先アクセス不可

－　返送理由：ＭＴＰ障害

－ 2) に対して

－　切断理由：ＳＣＣＰ障害

－　拒否理由：ＳＣＣＰ障害

－　返送理由：ＳＣＣＰ障害

－ 3) に対して

－　切断理由：サブシステム障害

－　拒否理由：サブシステム障害

－　返送理由：サブシステム障害

－ 4) に対して

－　切断理由：ＭＴＰ障害、ＳＣＣＰ障害またはサブシステム障害

－　拒否理由：ＭＴＰ障害、ＳＣＣＰ障害またはサブシステム障害

－　返送理由：ＭＴＰ障害、ＳＣＣＰ障害またはサブシステム障害

2.8.4　ＭＴＰ／ＳＣＣＰ／サブシステム輻輳

　サブシステム輻輳によるルーチング障害については、さらに検討が必要である。

　ＭＴＰ／ＳＣＣＰノードの輻輳によるルーチング障害が検出されたとき、次の理由が適用される。

－　Ｎ－切断プリミティブにおいて：ＱＯＳ利用不可／一時的状態

－　Ｎ－通知プリミティブにおいて：ネットワーク輻輳

－　Ｎ－情報プリミティブにおいて：ネットワークサービス輻輳

－　ＣＲＥＦメッセージにおいて： ＱＯＳ利用不可／一時的状態

－　ＸＵＤＴＳ、

ＬＵＤＴＳ、

ＵＤＴＳメッセージにおいて：ネットワーク輻輳

＃

＃

＃

＃

＃

＃
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2.8.5　未実装ユーザ

　ローカル未実装ユーザはＳＣＲＣにより特定される。

　次の理由が適用される。

－　切断理由：（この場合には適切ではない）

－　拒否理由：未実装ユーザ

－　返送理由：未実装ユーザ

2.8.6　ホップカウンタ違反

　ホップカウンタが０に達した。これは、制限回数を超えたルーチングが存在している可能性を示す。

　次の理由が適用される。

－　切断理由：（この場合には不適切）

－　拒否理由：ホップカウンタ違反

－　返送理由：ホップカウンタ違反

３．コネクションオリエンテッド手順

４．コネクションレス手順

　これらの手順の概要は節 1.3 で与えられ、コネクションレス手順に適用されるプロトコルクラス（クラス

０と１）の特性は節 1.1.2 で記述される。

　ＳＣＣＰコネクションレス制御（ＳＣＬＣ）は、ＳＣＣＰルーチング制御（ＳＣＲＣ）（図１－１／Ｊ

Ｔ－Ｑ７１４参照）とともにコネクションレスＳＣＣＰ手順をサポートし、ＳＣＣＰユーザに標準ＪＴ－

Ｑ７１１の節 6.2 で定義されるサービスを提供する。ＳＣＬＣとＳＣＲＣは、標準ＪＴ－Ｑ７１１、７章で

定義されるように、ＭＴＰ-ＳＡＰのＭＴＰによって提供されるサービスに依存する。

　この章では、プロトコルクラス０と１でのコネクションレス手順のサポートのためにＳＣＬＣとＳＣＲ

Ｃが満たす条件やレイヤ－レイヤ間のコミュニケーションのためのエレメントの用法を詳細に記述してい

る。

　この章は様々なＳＣＣＰネットワーク環境でコネクションレスプロトコルを動作させることが目的であ

る。これらは、

　 a) 　ＪＴ－Ｑ７０４に従うＭＴＰネットワークのみの環境

　 b) 　ＪＴ－Ｑ２２１０に従うＭＴＰネットワークのみの環境

　 c) 　ＪＴ－Ｑ７０４とＪＴ－Ｑ２２１０に従うＭＴＰネットワーク間でインターワーキングが起こる

環境

全ての環境が全てのＳＣＣＰ管理メッセージをサポートしなければならない。

　あるインプリメンテーションは、この勧告のコネクションレスプロトコルクラスや能力に適用される全

てのメッセージタイプ、パラメータ、パラメータ値（ＪＴ－Ｑ７１３参照）をサポートする。しかし、そ

のネットワークは、運用のためにインプリメンテーションが必要とされるネットワークの配置により、よ

り低い機能を提供するかもしれない。

　コネクションレス手順では、ＳＣＣＰユーザは、信号コネクションの確立要求を行うことなく、２５６

０－３９５２オクテット 注） 以内の転送要求をすることができる。

（Ｑ．７１５、節８．３．２参照）
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注）分割が起こる起こらないに関わらず、最大値は着信と発信アドレス長による。

注）但し、ＬＵＤＴ（Ｓ）メッセージを使用した場合

　「Ｎ－ユニットデータ」要求と表示プリミティブは、ＳＣＣＰユーザによりＳＣＣＰでのユーザデータ

転送を要求するために使用され、また、着信先ユーザへのユーザデータの配送を表示するために用いられ

る。その「Ｎ－ユニットデータ」要求プリミティブに関するパラメータは、ＳＣＣＰが着信先へのユーザ

データの配送に必要とするすべての情報を含んでいなければならない。

　ユーザデータ転送は、ＸＵＤＴまたは

ＬＵＤＴまたは

ＵＤＴメッセージ内にユーザデータを含むことにより実現される。

　「Ｎ－ユニットデータ」要求プリミティブによって、ＳＣＣＰユーザが、ユーザデータの転送を要求す

る場合、ＳＣＣＰの提供できうるサービスクラスは、プロトコルクラス０及び１の２つがある。これらの

プロトコルクラスは、メッセージ順序制御特性によって区別される。

　複数の「Ｎ－ユニットデータ」要求プリミティブによって、ＳＣＣＰユーザが、ユーザデータの転送を

要求する場合、これらのメッセージが、着信アドレスにおいて順次受信される確率は、要求プリミティブ

で示されるプロトコルクラスに依存する。

　

プロトコルクラス０では、順序制御パラメータは、「Ｎ－ユニットデータ」要求プリミティブに含まれず、

ＳＣＣＰは、これらのメッセージのおのおのについて異なったＳＬＳを発生してもよい。

　

プロトコルクラス１では、順序制御パラメータは、「Ｎ－ユニットデータ」要求プリミティブに含まれ、

もしこのパラメータがおのおのの要求プリミティブ内で同一であれば、ＳＣＣＰは、これらのメッセージ

に対し同一ＳＬＳを発生する。もしグローバルタイトル翻訳が実行される場合、その翻訳は、同じグロー

バルタイトルの全ての翻訳に同じ結果を与える。

　ＳＣＣＰは、ＳＣＣＰメッセージ転送においてＭＴＰのサービスに従う。ＭＴＰの特徴に基づけば、プ

ロトコルクラス１サービスは、プロトコルクラス０より提供されるサービス品質よりも、順序誤りメッセー

ジの確率がより低いサービス品質を提供する場合に使用される。

4.1　データ転送

　「Ｎ－ユニットデータ」要求プリミティブは、コネクションレスデータ転送サービスを要求する発信元

ノードのＳＣＣＰユーザにより出される。

　ユーザデータは、ＳＣＣＰおよびＭＴＰルーチング機能を用いることにより、「Ｎ－ユニットデータ」

要求プリミティブ内に示される着信アドレスに対しＸＵＤＴまたは

ＬＵＤＴまたは

ＵＤＴメッセージで転送される。

　コネクションレスデータ転送サービスは、また、ＳＣＣＰ管理メッセージの転送にも用いられ、それは

ＸＵＤＴまたはＬＵＤＴまたはＵＤＴメッセージのデータフィールドで転送される。
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　全てのアドレスに対する完全翻訳及びルーチングテーブルは、全てのノードにおいて必要とされないが、

ＳＣＣＰルーチング及び中継機能は、中継ノードにおいて必要とされる。

　ユーザデータがその着信先へ転送できない場合、メッセージ返送手順が起動される。

注：　ＳＣＣＰはＭＴＰのサービスを使用する。ＭＴＰは、ネットワーク状態がきびしいときメッセー

ジを捨てるかもしれない。（ＪＴ－Ｑ７１４節２．３．５．１参照）そのため、ＳＣＣＰユーザは、

ユーザデータの非配送を必ずしも通知されるとはかぎらない。ＭＴＰは、ＳＣＣＰに対し、「ＭＴ

Ｐ－休止」表示プリミティブを用いることにより不稼動状態の信号局を、または「ＭＴＰ－状態表

示」表示プリミティブを用いることにより輻輳状態の信号局を通知する。

その場合、ＳＣＣＰはそのユーザに対し通知する。

　ＵＤＴまたはＸＵＤＴ

またはＬＵＤＴ

メッセージが着信先ノードにて受信され、すべてのセグメントが再組立されたあと、

ＳＣＣＰ管理メッセージを除き、

「Ｎ－ユニットデータ」表示プリミティブが出される。

　そのかわり、ＳＣＣＰ管理（ＳＣＭＧ）メッセージは、ＳＣＭＧエンティティへ渡される。

　プロトコルクラス１では、発信ノードが同じ順序制御と着信アドレスを持つＳＣＣＰユーザからのＳＣ

ＣＰ-ＳＤＵの順序をＳＬＳ値にて保存する。加えて中継ノードと着信ノードは、同一ＳＬＳ値と着信アド

レスを持った前位のＳＣＣＰから受信したメッセージの順序を保持する。

4.1.1　分割／再組立

4.1.1.1　分　割

4.1.1.1.1　概　要

　コネクションレス分割構造はＳＣＬＣブロックにより供給される。それは次の２つの状況において使用

される。

　 1) 　ＳＣＣＰユーザが「Ｎ－ユニットデータ」要求プリミティブを生成し、ＳＣＬＣがメッセージを

ＳＣＲＣに渡す前にそのメッセージを分割できる。

　 2) 　ＳＣＲＣのコンパチビリティ試験が、分割のためにＳＣＬＣへメッセージを送信する。

ＳＣＬＣの動作は、次のようにユーザデータの長さに依存する。

－　もしユーザデータの長さがＺ 注１) オクテットより短ければ、ＳＣＬＣは分割を許容し、ＸＵＤＴ

またはＬＵＤＴ

またはＵＤＴメッセージがＳＣＲＣに渡される。

－　もしユーザデータの長さがＺ（下限値）オクテットとＹオクテット（上限値、表４－３／ＪＴ－Ｑ７

１３参照）の間であれば、個別に記録されているネットワークの動作と構成に関する情報を基にして、

ＳＣＣＰはメッセージの分割を決定してもよい。

－　もしユーザデータの長さがＹオクテットと３９５２オクテット（３９５２オクテットを含む）の間で

あれば、ＳＣＣＰはメッセージを分割する。もし分割が不可能であれば、エラー処理を行う。注２)

－　もしユーザデータの長さが３９５２オクテットより大きければ、エラー処理が適用される。注２)
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注１)　Ｚの正確な仕様はネットワークオペレータ特有であり、１６０＜＝Ｚ＜＝Ｙの関係に従う。

注２)　但し、ＬＵＤＴ（Ｓ）メッセージを使用した場合

4.1.1.1.2　正常手順

　もしＳＣＣＰが分割が必要であると決定した場合には、もともとのブロックをＸＵＵＤＴメッセージ

（ＬＵＤＴメッセージの用法は、今後の課題である。）

にて転送できる程度のより小さいデータブロックに分割する。セグメントの大きさは、その場所で知りう

るネットワークの状態に従って、送出されるセグメントの数が最小になるように決定されなければならな

い。ひとつの「Ｎ－ユニットデータ」要求プリミティブに対して最大１６のセグメントを送ることができ

る。最初のセグメントの大きさは、分割前のメッセージの大きさが、最初のセグメントの長さとセグメン

トの数の積より小さいか、あるいは等しくなるように選ばれる。これによって着信側ＳＣＣＰは効率的な

バッファ管理が可能になる。

　ユーザデータをセグメントに分割した後、ＳＣＣＰは下記に示すように一連のＸＵＤＴメッセージを生

成する。

－　ＳＣＣＰはそれぞれのセグメントを、同一の着信アドレスと同一のＭＴＰルーチング情報（ＤＰＣ、

ＳＬＳ）をもつ別々のＸＵＤＴメッセージに設定する。

－　それぞれのＸＵＤＴメッセージの発信アドレスとＯＰＣは、節２．１  ＳＣＣＰアドレッシングにて

記述された方法に従って、同一の値が設定されなければならない。

－　分割されたＸＵＤＴメッセージは分割パラメータを含まなければならない。

－　分割パラメータ内の「分割番号」フィールドは、分割手順において残っているセグメントの数が設定

される。例えば最初のセグメントならば、このフィールドは全セグメント数から１を引いた数に設定

されることになる。

－　分割パラメータ中のローカル参照フィールドは、ユニークなローカル参照が設定されなければならな

い。ローカル参照は組立過程の完了まで凍結される。注)

分割がＬＵＤＴメッセージの受信の後に続く場合、それぞれのセグメントにある分割ローカル参照は、

この該当するＬＵＤＴメッセージの分割パラメータ内で受信される分割ローカル参照と等しい。もし

分割パラメータが受信されたＬＵＤＴメッセージに存在しなければ、メッセージ返送手順は返送理由

「分割失敗」で起動される。

－　最初のセグメントのＦビットは１に設定され、それ以外のセグメントのＦビットは０に設定される。

－　分割されたＸＵＤＴメッセージのプロトコルクラスは１が設定される。発ノードにおいて分割パラ

メータ中の順序保証オプションフィールドには「Ｎ－ユニットデータ」要求プリミティブにて示され

た値が設定される。もし分割が中継ノードで実行される場合、順序保証オプションフィールドには、

入力メッセージで受信したプロトコルクラス値がそれぞれのセグメントに設定される。

－　データパラメータがＳＣＣＰ中継ノードで分割される可能性があるが、「Ｎ－ユニットデータ」要求

プリミティブがただ一つのＬＵＤＴメッセージを出力するとき、分割パラメータはそのメッセージに

含まれる。

注)　凍結の仕組みはインプリメンテーションマターである。
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4.1.1.1.3　エラー返送手順

　ＳＣＣＰユーザによってメッセージの返送が要求されているときに、どのＸＵＤＴ

またはＬＵＤＴ

メッセージに「エラー時メッセージ返送」と設定されるかについてはインプリメンテーションマターとす

る。その後ＸＵＤＴメッセージが返送される場合に、ＳＣＣＰが返送されたＸＵＤＴ

またはＬＵＤＴ

メッセージをどのように取り扱うかについてはインプリメンテーションマターとする。

返送オプションは受信されたＬＵＤＴメッセージのエラー時メッセージ返送に設定され、このメッセージ

が分割されるとき、返送オプションは最初のセグメントのみに設定される。

　分割時に次のエラーが起こる。

－　分割機能サポートせず

－　分割失敗

4.1.1.1.3.1　分割機能サポートせず

　ＬＵＤＴメッセージがインタワーキングノードに到着し、分割機能が実行されない。

　次のケースが適用される。

－　返送理由：分割機能サポートせず

4.1.1.1.3.2　分割失敗

　ＬＵＤＴメッセージがインタワーキングノードに到着し、分割がリソースの不足あるいはインタワーキ

ングノードの別の一時的状態のために失敗する。

　次のケースが適用される。

－　返送理由：分割失敗

4.1.1.2　再組立

4.1.1.2.1　概　要

　分割パラメータ内のＦビットが１にセットされ「残りセグメント」フィールドが０ではない

ＬＵＤＴまたは

ＸＵＤＴメッセージを受け取ると、着信先ＳＣＣＰは再組立過程をユニークに識別するためでの分割ロー

カル参照と発信アドレスとＭＴＰルーチング情報を使用し新しい再組立過程を起動しなければならない。

　再組立過程の起動は次のステップを含む：

－　ＳＣＣＰは再組立タイマーを開始しなければならない。もし全てのセグメントが受信され、再組立さ

れる前に再組立タイマー が経過満了した場合、ＳＣＣＰはそのメッセージを廃棄し、再組立過程を停

止する。

－　ＳＣＣＰは最初のセグメントの「残りセグメント」フィールドに指示されたセグメント数に１を加え

た数と最初のセグメントの長さを掛けることにより、全体メッセージ長の上限を決定しなければなら

ない。

－　ＳＣＣＰはセグメントのユーザデータを抽出し、後続のセグメントとつなぐことが出来る様に蓄積し

なければならない。
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　既存の再組立過程に関連する

ＬＵＤＴまたは

ＸＵＤＴメッセージのＦビットが１で「残りセグメント」フィールドが０ではない状況で受信されると、

既存の再組立過程のために既に受信されたセグメントは廃棄され、ＳＣＣＰは新しく受信されたメッセー

ジのためにメッセージ返送手順を起動する。

4.1.1.2.2　正常手順

　分割パラメータ内のＦビットが０にセットされた

ＬＵＤＴまたは

ＸＵＤＴメッセージを受け取ると、ＳＣＣＰはメッセージを再組立するときに次のステップを実行しなけ

ればならない：

－　ＳＣＣＰは、分割パラメータの分割ローカル参照と発信アドレスとＭＴＰルーチング情報のユニーク

な組み合わせを使って、特定の再組立過程と受信したＸＵＤＴ

またはＬＵＤＴ

メッセージを関連付けなければならない。もし関連付けが不可能ならば、ＳＣＣＰはメッセージを廃

棄する。

－　ＳＣＣＰは、分割パラメータの残りセグメントフィールドが前のセグメントより一つ小さくなければ

ならないことを評価することにより、セグメントが順番に受信されたことを検証しなければならない。

もしセグメントが順番を外れて受信された、もしくは二重のセグメントが受信された場合、ＳＣＣＰ

はメッセージ返送手順を起動しなければならない。受信されたセグメントは、廃棄される。

－　ＳＣＣＰは受信した順序でセグメントのユーザデータを抽出し、それを他のセグメントと接続しなけ

ればならない。セグメントはどんな長さであってもよく、特定のセグメント過程の全てのセグメント

が同一長である必要はない。この様に、着信先ＳＣＣＰはどの様な長さのセグメントも処理すること

が可能でなければならない。

－　分割パラメータの残りセグメントフィールドが０であり、全てのセグメントが正しく再組立された場

合、ＳＣＣＰは「Ｎ－ユニットデータ」表示プリミティブ内のユーザデータとして、適切なＳＣＣＰ

ユーザへメッセージを渡さなければならない。ＸＵＤＴ

またはＬＵＤＴ

セグメント内ではプロトコルクラスはいつも１にセットされるため、着信先ＳＣＣＰは、再組立され

たメッセージとその他の受信されたメッセージとの間で順序付けが必要になるかどうかを決定するた

めに、分割パラメータの順序保証オプションフィールドをチェックしなければならない。

4.1.1.2.3　メッセージ返送手順

　エラー時メッセージ返送が再組立過程の一部として受信したＸＵＤＴ

またはＬＵＤＴ

メッセージに要求されていた場合に、もし再組立の間にエラーが起これば、ＳＣＣＰはユーザデータの最

初のセグメントを含んだ、ＸＵＤＴＳ

またはＬＵＤＴＳ

メッセージを戻すことが出来る。

　メッセージに含まれるユーザデータの量は実現方法次第であるが、受信したユーザデータの最初の１つ

または複数のブロックと一致しなければならない。
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　いくつかのケースでは、これは分割過程によって転送された最初のセグメントになるであろうし、そう

ではない場合もあるであろう。

　再組立機能は返送されるセグメントのセグメント番号を決して変更しない。最初のセグメントのみであ

ることを与える明らかな指示は無い。

次のエラーは再組立時に発生する

・着側での再組立不可

・メッセージ転送時のエラー

・ローカル処理時のエラー

・再組立実行バッファ空間なし

4.1.1.2.3.1　着側での再組立不可

　再組立機能が、そのノードでインプリメントされていない。

　これは、サポートするデータ長（４章参照）の最大値よりも多い再組立を必要とする分割されたＬＵＤ

Ｔメッセージを受信したときのケースであるかもしれない。

　次の理由が適用される

－　返送理由：着側での再組立不可

4.1.1.2.3.2　メッセージ転送時のエラー

　一つあるいはそれ以上のセグメントのメッセージ損失（例えば輻輳の場合）、重複、欠落あるいは順序

異常の理由で再組立が失敗する。これは、「残りセグメント」フィールドが単調に減少しないことや、空

きの分割参照／発信アドレス結合に最初ではないセグメントが受信されることや、空きではない分割参照

／発信アドレス結合に最初のセグメントが到着することや、タイマＴ（再組立）が満了することによって

検出される。あるいは、受信メッセージ長が、最初のセグメントの長さのセグメント数倍を超えるときで

ある。

次の理由が適用される。

－　返送理由： メッセージ転送時のエラー

4.1.1.2.3.3　ローカル処理時のエラー

　再組立を行う着ノードでリソースの不足あるいはその他の一時的状態により再組立過程が失敗する。

　次の理由が適用される。

－　返送理由：ローカル処理時のエラー

4.1.1.2.3.4　再組立実行バッファ空間なし

　再組立機能が、連続するセグメントで到着するすべてのユーザデータを蓄積するために十分なメモリリ

ソースを割り当てられない。

　次の理由が適用される：

－　返送理由：ネットワーク輻輳

4.1.2　メッセージ変更

＃

＃

＃
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4.2　メッセージ返送手順

　メッセージ返送手順の目的は、ルーチング障害により最終着信先へ配送できないメッセージの廃棄ある

いは返送である。メッセージ返送手順は、コネクションレス再組立時のエラーの場合にも使用される。

メッセージ返送手順は、次の場合起動される。

a)　ＳＣＣＰルーチングがメッセージを配送できないとき（詳細な理由については節 2.8 参照）

b)　ＳＣＣＰがリソースの問題に遭遇したとき

c)　分割／再組立時にエラーが起こったとき（節 4.1.1.1.3 と 4.1.1.2.3 参照）

手順は次の通りである。

　 a) 　メッセージが、ＸＵＤＴ

またはＬＵＤＴ

またはＵＤＴメッセージであり

－　オプションフィールドが、エラー時メッセージ返送に設定されているならば、ＸＵＤＴＳ

またはＬＵＤＴＳ

またはＵＤＴＳメッセージは、発信アドレスへ転送される。

（ＬＵＤＴＳメッセージはＬＵＤＴメッセージの応答で使用され、

ＵＤＴＳメッセージはＵＤＴの応答で使用され、ＸＵＤＴＳメッセージはＸＵＤＴの応答で使

用される）配送できないＸＵＤＴ

またはＬＵＤＴ

またはＵＤＴメッセージの着信アドレスはＸＵＤＴＳ

またはＬＵＤＴＳ

またはＵＤＴＳメッセージの発信アドレスとなり、配送できないＸＵＤＴ

またはＬＵＤＴ

またはＵＤＴメッセージの発信アドレスは、 ＸＵＤＴＳ

またはＬＵＤＴＳ

またはＵＤＴＳメッセージにとって着信アドレスとして解釈される（それはグローバルタイト

ル翻訳処理により変更される）。そのメッセージがローカルに発生したものなら、「Ｎ－通知」

表示プリミティブが出される。

－　オプションフィールドが、エラー時メッセージ返送に設定されていないならば、このメッセー

ジは廃棄される。

　 b) 　配送できないメッセージがＸＵＤＴＳ

またはＬＵＤＴＳ

またはＵＤＴＳメッセージならば、そのメッセージは廃棄される。

　ＸＵＤＴ

またはＬＵＤＴ

またはＵＤＴメッセージの「データ」フィールドと返送理由は、ＸＵＤＴＳ

またはＬＵＤＴＳ

またはＵＤＴＳメッセージ内に含まれる。

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃
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　ＸＵＤＴＳ

またはＬＵＤＴＳ

またはＵＤＴＳメッセージが着信先ノードにて受信された時、可能な再組立後、「Ｎ－通知」表示プリミ

ティブが出される。

　受信されたＸＵＤＴＳ

またはＬＵＤＴＳ

メッセージの再組立はインプリメンテーションマターである。ＸＵＤＴＳ

／ＬＵＤＴＳ

が再組立エラー（節 4.1.1.2.3 参照）の結果であるとき、メッセージの最初の部分（受信したもとのＸＵＤ

ＴＳ

またはＬＵＤＴＳ

の最初のセグメントに必ずしも該当しない）を含んだＸＵＤＴＳ

／ＬＵＤＴＳ

メッセージ一つのみが送信される。

　ＸＵＤＴＳメッセージがＸＵＤＴＳでのみ返送できるＬＵＤＴメッセージのルーチング失敗の結果であ

るとき、あるＸＵＤＴＳメッセージに合わせるためにユーザデータを切りつめる。ＸＵＤＴＳメッセージ

が、ＬＵＤＴメッセージ分割から起こる最初のＸＵＤＴセグメントのルーチング失敗の結果であるとき、

ユーザデータはデータの最初のセグメントのみを含んでいる。

4.3　シンタックスエラー

　シンタックスエラーがコネクションレスメッセージで発見された時（節 3.8.4 参照）は、メッセージは廃

棄される。ＳＣＣＰコネクションレスメッセージルーチングに必要な処理を超えたシンタックスエラーの

チェックは必須ではない。

５．ＳＣＣＰ管理手順

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃
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付属資料　Ａ

Ｎo.7 信号方式信号接続制御部状態図

付属資料　Ｂ

Ｎo.7 信号方式信号接続制御部動作表

＃

＃

＃

＃
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付属資料　Ｃ

Ｎo.7 信号方式信号接続制御部状態遷移図（ＳＴＤ）

C.1　概　要

　本付属資料は、ＣＣＩＴＴ仕様記述言語（ＳＤＬ）に従った主要なＳＣＣＰ機能（標準ＪＴ－Ｑ７１４

付属資料Ｄに含まれているＳＣＣＰ管理部（ＳＣＭＧ）は除く）の記述を含んでいる。

　図１－１／ＪＴ－Ｑ７１４は、ＳＣＣＰ全体に対する機能ブロックへの分割を示し、機能ブロックの機

能的相互動作や他のＮo.7 信号方式の主要な機能（例えばＭＴＰ）との機能的相互動作を示している。

図１－１／ＪＴ－Ｑ７１４で示される機能の細分化は参照モデルを示すことと、ＳＣＣＰ手順本文の解

釈を助けることを目的としている。状態遷移図は、リモートロケーションから見える正常および異常な状

態での信号方式の動作を正確に示すよう意図されている。以下の図で示される機能的分割は、システム動

作の理解を容易にするためのみに用いられ、信号方式の具体的な実現方式を規定することが目的でないこ

とを強調しなければならない。

C.2　記　法

　各主要な機能は、その頭文字により示されている。（例えば、ＳＣＯＣ＝ＳＣＣＰ connection-oriented

control）

　外部の入出力は、異なる機能ブロック間の相互動作に対して使用される。状態遷移図内の各入出力の記

号内に含まれるものは、メッセージの送出元と送出先の機能ブロックを識別する頭文字である。例えば、

　ＳＣＲＣ→ＳＣＯＣは、メッセージがＳＣＣＰルーチング制御部からＳＣＣＰコネクションオリエンテッ

ド制御部へ送出されることを示している。

　内部の入出力は、タイマの制御を示すためのみに使用される。
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C.3　図

　図の一覧は、以下の通りである。

　付図Ｃ－１／ＪＴ－Ｑ７１４　ＳＣＣＰルーチング制御部（ＳＣＲＣ）

　付図Ｃ－２／ＪＴ－Ｑ７１４　ＳＣＣＰコネクションオリエンテッド制御部（ＳＣＯＣ）の発信元ノー

ドでのコネクション確立／切断手順

（１～３：コネクション確立手順

　４～６：コネクション切断手順）

　付図Ｃ－３／ＪＴ－Ｑ７１４　ＳＣＣＰコネクションオリエンテッド制御部（ＳＣＯＣ）の着信先ノー

ドでのコネクション確立／切断手順

（１～２：コネクション確立手順

　３～５：コネクション切断手順）

　付図Ｃ－４／ＪＴ－Ｑ７１４　ＳＣＣＰコネクションオリエンテッド制御部（ＳＣＯＣ）の発着信ノー

ドでのデータ転送手順

　付図Ｃ－５／ＪＴ－Ｑ７１４　ＳＣＣＰコネクションオリエンテッド制御部（ＳＣＯＣ）の発着信ノー

ドでの優先データ転送手順

　付図Ｃ－６／ＪＴ－Ｑ７１４　ＳＣＣＰコネクションオリエンテッド制御部（ＳＣＯＣ）の発着信ノー

ドでのリセット手順

　付図Ｃ－７／ＪＴ－Ｑ７１４　ＳＣＣＰコネクションオリエンテッド制御部（ＳＣＯＣ）の中継ノード

でのコネクション確立／切断手順

（１～４：コネクション確立手順

　５～９：コネクション切断手順）

　付図Ｃ－８／ＪＴ－Ｑ７１４　ＳＣＣＰコネクションオリエンテッド制御部（ＳＣＯＣ）の中継ノード

でのデータ転送手順

　付図Ｃ－９／ＪＴ－Ｑ７１４　ＳＣＣＰコネクションオリエンテッド制御部（ＳＣＯＣ）の中継ノード

での優先データ転送手順

　付図Ｃ－10／ＪＴ－Ｑ７１４　ＳＣＣＰコネクションオリエンテッド制御部（ＳＣＯＣ）の中継ノード

でのリセット手順

　付図Ｃ－11／ＪＴ－Ｑ７１４　ＳＣＣＰコネクションオリエンテッド制御部（ＳＣＯＣ）のリスタート

手順

　付図Ｃ－12／ＪＴ－Ｑ７１４　ＳＣＣＰコネクションレス制御部（ＳＣＬＣ）

　付図Ｃ－13／ＪＴ－Ｑ７１４　ＳＣＣＰコネクションオリエンテッド制御部（ＳＣＯＣ）のリスタート

制御

C.4　略号およびタイマ

　付図Ｃ－１／ＪＴ－Ｑ７１４～Ｃ－１３／ＪＴ－Ｑ７１４で使用される略号およびタイマを以下に示す。

略号

ＣＲ 接続要求

ＤＰＣ 着信号局コード

ＧＴ グローバルタイトル

ＩＴ 不活性試験

ＭＳＧ メッセージ

ＭＴＰ メッセージ転送部

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃
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ＮＰＤＵ ネットワークプロトコルデータユニット

ＮＳＤＵ ネットワークサービスデータユニット

ＰＣ 信号局コード

ＳＣＣＰ 信号接続制御部

ＳＣＬＣ ＳＣＣＰコネクションレス制御部

ＳＣＭＧ ＳＣＣＰ管理部

ＳＣＯＣ ＳＣＣＰコネクションオリエンテッド制御部

ＳＣＲＣ ＳＣＣＰルーチング制御部

ＳＬＳ 信号リンク選択番号

ＳＳ サブシステム

ＳＳＮ サブシステム番号

ＳＳＰＣ サブシステム禁止制御部

タイマ

Ｔ（connest） 接続確認メッセージ待ち

Ｔ（ias） コネクションセクションでのメッセージ送出のための遅延

Ｔ（iar） コネクションセクションでのメッセージ受信のための待ち

Ｔ（rel） 切断完了メッセージ待ち

Ｔ（int） 保守機能への異常切断報告のための待ち

Ｔ（guard） リスタート手順中のテンポラリィコネクションセクションでの正常手順

再開のための待ち

Ｔ（reset） リセット要求メッセージ送信後のテンポラリィコネクションセクションまたは

アラート保守機能解放のための待ち

Ｔ（reassembly） 最初のセグメント受信後残りのセグメントの全セグメント受信のための待ち 10-20

秒

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃
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付図Ｃ－１／ＪＴ－Ｑ７１４（１／８）ＳＣＣＰルーチング制御部（ＳＣＲＣ）＊

(ITU-T Q.714)

空

「ＭＴＰ－転送」
表示

ＭＴＰ→ＳＣＲＣ

メッセージ
タイプ？

ＤＰＣ自ノード？

４

８
２

３

UDTS,XUDTS

No

No

着信アドレスに
ＳＳＮを含む？

コネクションレス
メッセージ

ＳＣＬＣ→ＳＣＲＣ

ＲＩ＝０？

Yes

着信アドレス
にＤＰＣ有り？

Yes

翻訳実行？

ＧＴによる
ルーチング？

Yes

ホップカウンタを
減算

ホップ
カウンタ
＞０？

No

Yes

エラー理由は
「ホップカウンタ

違反」

３
２

６
３

UDT,XUDT

４

７

No

４

７

Yes

４

７

No

Yes

Yes

ﾎｯﾌﾟｶｳﾝﾀ
有りのﾒｯｾｰｼﾞ？

Yes

No

No

［GT+DPC

GT のみ］
または
GT+SSN

６
No

３

Yes No

翻訳は既に
実行済みか？

［XUDT, XUDTS
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付図Ｃ－１／ＪＴ－Ｑ７１４（２／８）ＳＣＣＰルーチング制御部（ＳＣＲＣ）＊

(ITU-T Q.714)

注１）オプショナルスクリーニング機能は翻訳の前または後で実行される。

注２）XUDTS メッセージタイプがプロトコルクラス１として扱われることは暗黙的である。

プロトコルクラス
は？

ﾌﾟﾛﾄｺﾙｸﾗｽ 1

３
１

入力ＳＬＳを出力
ＳＬＳへマッピング

翻訳

９
３

８
１

ＳＬＳを割当て

ﾌﾟﾛﾄｺﾙｸﾗｽ 0

［注１

［注２
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付図Ｃ－１／ＪＴ－Ｑ７１４（３／８）ＳＣＣＰルーチング制御部（ＳＣＲＣ）＊

(ITU-T Q.714)

GT ﾙｰﾁﾝｸﾞ］

翻訳成功？

Yes

Yes

９
２

７
４

No ＳＳＮによる
ルーチング？

４
３

No

Yes
７

４

No ＤＰＣ
自ノード？

サブシステム
実装？

No

６
１

Yes

サブシステム
使用可？

Yes

エラー理由は
「サブシステム

障害」

ルーチング失敗

ＳＣＲＣ→ＳＣＬＣ

エラー理由は
「未実装ユーザ」

４
３

ルーチング失敗

ＳＣＲＣ→ＯＭＡＰ

４
１，２

コネクションレス
メッセージ

ＳＣＲＣ→ＳＣＬＣ

空

No

エラー理由を含む］

利用可／不可
チェック済

ＧＴ翻訳の結果得られた
ＤＰＣ
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付図Ｃ－１／ＪＴ－Ｑ７１４（４／８）ＳＣＣＰルーチング制御部（ＳＣＲＣ）＊

(ITU-T Q.714)

７
１．３

ホップカウンタ

発信アドレス設定

空

「MTP－転送」要求

ＳＣＲＣ→ＭＴＰ

今後の検討
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付図Ｃ－１／ＪＴ－Ｑ７１４（５／８）ＳＣＣＰルーチング制御部（ＳＣＲＣ）＊

(ITU-T Q.714)

翻訳

選択成功？

Yes

10
６

ＧＴトランスレータ
選択

No

ＧＴ翻訳ルール適用

エラー理由は
「アドレスの性質上

翻訳不可」

選択成功？

Yes

ＧＴ翻訳ルール選択

No

エラー理由は
「特殊アドレスの
ため翻訳不可」

ｴﾝﾃｨﾃｨｾｯﾄに
SSN が含まれる？

元のＳＳＮ
利用可？

ＳＳＮをＳＣＣＰ
エンティティセット

に追加

Yes

No

No

コーディング体系と
ＧＴﾃﾞｨｼﾞｯﾄを参照

ＳＣＣＰエンティティ
セット及びＲＩを獲得

Yes

エンティティセットの中で
ＭＴＰアクセスポイントのみ

受信した着信アドレス
内に存在

［翻訳タイプ、番号計画、アドレス種別に基づく
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付図Ｃ－１／ＪＴ－Ｑ７１４（６／８）ＳＣＣＰルーチング制御部（ＳＣＲＣ）＊

(ITU-T Q.714)

ｸﾗｽ 1 の
SLS 利用

YesNo

ﾌﾟﾗｲﾏﾘ/ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟがある場合

モードは？

第２ＳＣＣＰ
エンティティ選択

片方のＳＣＣＰ
エンティティ選択

利用可？

No

第１ＳＣＣＰ
エンティティ選択

Yes

利用可？

ＧＴ変換必要か？

Yes

10
５

利用可／不可
チェック

利用可／不可
チェック

もう一方のＳＣＣＰ
エンティティ選択

利用可？

No

利用可？

Yes

利用可／不可
チェック

利用可／不可
チェック

NoNo

利用可？

Yes

利用可／不可
チェック

Yes

No

ｴﾝﾃｨﾃｨが１つの場合 ２つに負荷分散されるｴﾝﾃｨﾃｨの場合

ＧＴ変換ルール
を適用

着信アドレス用に
新ＧＴ取得
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付図Ｃ－１／ＪＴ－Ｑ７１４（７／８）ＳＣＣＰルーチング制御部（ＳＣＲＣ）＊

(ITU-T Q.714)

ＭＴＰからの
メッセージ？

No

Yes

ホップカウンタ

ホップカウンタ値を
セット

XUDT？

Yes

No
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付図Ｃ－１／ＪＴ－Ｑ７１４（８／８）ＳＣＣＰルーチング制御部（ＳＣＲＣ）＊

(ITU-T Q.714)

ＤＰＣアクセス可？

No

Yes

利用／不可
チェック

エラー理由は
ＭＴＰ障害

又は着信先利用不可
ＳＣＣＰ利用可？

No

Yes

エラー理由は
ＳＣＣＰ障害

ＳＳＮによる
ルーチング？

Yes

No

ｴﾝﾃｨﾃｨｾｯﾄに SSN
あるか？

No

エラー理由は
未実装のユーザ

ＳＳＮ利用可？

No

Yes

エラー理由は
サブシステム

障害

［注

［注

サブシステムは
実装されているか

？

Yes

利用可

注）自局のＤＰＣとＳＣＣＰは常時利用可能であると考えられる。
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付図Ｃ－２／ＪＴ－Ｑ７１４～Ｃ－１１／ＪＴ－Ｑ７１４は、省略する。 ＃
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付図Ｃ－１２／ＪＴ－Ｑ７１４（１／８）ＳＣＣＰコネクションレス制御部（ＳＣＬＣ）＊

(ITU-T Q.714)

５

空

メッセージ
タイプは？

Yes

コネクションレス
メッセージ

ＳＣＲＣ→ＳＣＬＣ

分割パラ
メータあり？

最初
のｾｸﾞﾒﾝﾄ

のみ返送するか？

１

３
４

XUDT

２

２

No

単独セグメントか？

Yes

分割パラ
メータあり？

No

単独セグメントか？

No

最初の
セグメントか？

「Ｎ－ユニット
データ」表示

ＳＣＬＣ→ユーザ

「Ｎ－通知」表示
ＳＣＬＣ→ユーザ

空

XUDTSUDTSUDT

Yes

No

Yes

No

No

［注

Yes

Yes

注）インプリメンテーションオプション
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付図Ｃ－１２／ＪＴ－Ｑ７１４（２／８）ＳＣＣＰコネクションレス制御部（ＳＣＬＣ）＊

(ITU-T Q.714)

凡例

ＲＳ－　残セグメント数

ＲＳＥ－残予定セグメント数

ＳＬＲ－分割ローカル参照

ＳＡＰ－サービスアクセス点

発信
ｾｸﾞﾒﾝﾄ参照は

空か？

idle

Busy

再組立の空間確保

１

２

Ｆ－ビット＝１
か？

返送理由は
「メッセージ転送時

のエラー」

バッファにデータを
保存

ＸＵＤＴ
からのＲＳ＝ＲＳＥ

か？

Ｆ－ビット＝１
か？

バッファ
に十分な空間が

あるか？

３

４

返送理由は
「メッセージ転送時

のエラー」

３

４

ＲＳＥ：
＝ＲＳＥ－１

ＲＳ＝０？

バッファにデータを
保存

メモリ
割り付けは成功

したか？

ＲＳＥ：＝
（ＸＵＤＴからの）

ＲＳ－１

返送理由は
「ネットワーク

輻輳」

３

４

Ｔ＿再組立　開始

発信セグメント参照
をビジーに設定

空

３

７

対象とする一連の
セグメントに対して

最後のセグメントか？

正しいセグメント
順序か？

メッセージ長が最初のセグ
メント長とセグメント数の
積を超えている

発信アドレス、ＳＬＲ、ＭＴＰルーチングラベル、
ＭＴＰ　ＳＡＰインスタンスに基づく

［１番目のセグメントか？

No No

Yes

Yes

No

Yes

No

Yes

No

Yes

Yes

No
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付図Ｃ－１２／ＪＴ－Ｑ７１４（３／８）ＳＣＣＰコネクションレス制御部（ＳＣＬＣ）＊

(ITU-T Q.714)

（注）データの総量はインプリメンテーションに依存し、一つのＸＵＤＴＳメッセージの総容量による。

返送
オプションはセット

されているか
？

Yes

４
２（３）

７
２

返送するユーザ
データ選択

No

空

［Ｎ－ユニット
データ」表示

ＳＣＬＣ→ユーザ

空

ＳＬＳ割り当て

分割パラメータを
コピー

ｺﾈｸｼｮﾝﾚｽﾒｯｾｰｼﾞ
（XUDTS）

ＳＣＲＣ→ＳＣＬＣ

発信
ｾｸﾞﾒﾝﾄ参照
は空か？

Busy

Ｔ＿再組立　停止

最初のセグメントか
それ以上が保存されて
いる（下記注参照）

メモリバッファ解散

［再組立失敗］通知

ＳＣＬＣ→ＯＭＡＰ

Ｔ＿再組立　停止

メモリバッファ
解放

発信セグメント参照
を空に設定

Idle

発信ｾｸﾞﾒﾝﾄ参照
に空きを設定
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付図Ｃ－１２／ＪＴ－Ｑ７１４（４／８）ＳＣＣＰコネクションレス制御部（ＳＣＬＣ）＊

(ITU-T Q.714)

No

No

１番目の
セグメント消失

自ｾｸﾞﾒﾝﾄ
参照は「再組立

－空」か？

idle

Busy

再組立の空間確保

１

３

Ｆ－ビット＝１
か？

ＸＵＤＴＳ
からのＲＳ＝ＲＳＥ

か？

バッファにデータを
保存

メモリ
割り付けは成功

したか？

ＲＳＥ：＝
（ＸＵＤＴＳから

の）ＲＳ－１

Ｔ＿再組立　開始

自ｾｸﾞﾒﾝﾄ参照を
「再組立－ビジー」

に設定

空

正しいセグメント
順序か？［１番目のセグメントか？

No

No

YesYes

Yes

［再組立失敗］通知

ＳＣＬＣ→ＯＭＡＰ
メモリバッファ解放 メモリバッファ解放

自セグメント参照を
「再組立－空」に

設定

「Ｎ－通知」表示

ＳＣＬＣ→ユーザ

Ｔ＿再組立　停止

Ｆビット１か？

No

バッファ
に十分な空間が

あるか？

Yes

ＲＳ＝０？

Yes

バッファにデータを
保存

ＲＳＥ：＝
　ＲＳＥ－１

空

Ｔ＿再組立　停止

［二重エラー

Yes

［最後のセグメントか？

二重エラー］

凡例
ＲＳ－残セグメント数
ＲＳＥ－残予定セグメント数
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付図Ｃ－１２／ＪＴ－Ｑ７１４（５／８）ＳＣＣＰコネクションレス制御部（ＳＣＬＣ）＊

(ITU-T Q.714)

Ｔ＿再組立
タイマ満了

６

空

自セグメント
参照？

Yes

返送オプション
はセットされて

いるか？

８

［再組立失敗］通知

ＳＣＬＣ→ＯＭＡＰ

空

Yes

１

１

返送理由は
「メッセージ転送時

のエラー」

返送するユーザデー
タを選択

ＳＬＳ割り当て

No

発信セグメント参照
を「空」に

設定

メモリバッファ解放

ｺﾈｸｼｮﾝﾚｽﾒｯｾｰｼﾞ

ＳＣＬＣ→ＳＣＲＣ

メモリバッファ解放

「Ｎ－通知」表示

ＳＣＬＣ→ユーザ

自セグメントリファ
レンスを「再組立－

空」に設定

No

対象とする一連の
セグメントに対して

［最初のセグメントで？

最初のセグメントか
それ以上が保存されて
いる（下記注参照）

XUDTS

（注）データの総量はインプリメンテーション

に依存し、一つのＸＵＤＴＳメッセー

ジの総容量による。
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付図Ｃ－１２／ＪＴ－Ｑ７１４（６／８）ＳＣＣＰコネクションレス制御部（ＳＣＬＣ）＊

(ITU-T Q.714)

注１）ローカルの情報に基づいて UDT または XUDT が使用される

注１）

８

空

９

ｺﾈｸｼｮﾝﾚｽﾒｯｾｰｼﾞ

ＳＣＬＣ→ＳＣＲＣ

空

５

８

「Ｎ－ユニット
データ」要求

ユーザ→ＳＣＬＣ

ＳＬＳ割り当て

ﾌﾟﾛﾄｺﾙｸﾗｽ１に対する
順序制御パラメータに
基づく
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付図Ｃ－１２／ＪＴ－Ｑ７１４（７／８）ＳＣＣＰコネクションレス制御部（ＳＣＬＣ）＊

(ITU-T Q.714)

６

メッセージ
タイプ？

メッセージ
返送オプション

あり？

11
８

XUDT

No

ルーチング失敗

ＳＣＲＣ→ＳＣＬＣ

９

Yes

メッセージ
はローカルで

生成？

No

Yes

メッセージ
返送オプション

あり？

11
８

No

Yes

メッセージ
はローカルで

生成？

Yes

No

空

「Ｎ－通知」
表示は返信済み？

No

Yes
プリミティブから

ユーザデータを検索

「Ｎ－通知」表示
返信済みに設定

「Ｎ－通知」表示
ＳＣＬＣ→ユーザ

空

UDT UDTS　XUDTS

対象とする
一連のセグ
メントに対して

［エラー理由を含む

空
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付図Ｃ－１２／ＪＴ－Ｑ７１４（８／８）ＳＣＣＰコネクションレス制御部（ＳＣＬＣ）＊

(ITU-T Q.714)

11
７（２）

発着信アドレス入替

着信アドレスに
ＯＰＣを

設定

ＳＬＳ割り当て

XUDTS

メッセージ
タイプは？

空

UDT
S

Yes

ＰＣ＋ＳＳＮ
に基づくルーチング

No

ｺﾈｸｼｮﾝﾚｽﾒｯｾｰｼﾞ
（ＸＵＤＴＳ）

ＳＣＬＣ→ＳＣＲＣ

No

ＰＣ設定あり？
Yes

ｺﾈｸｼｮﾝﾚｽﾒｯｾｰｼﾞ
（ＵＤＴＳ）

ＳＣＬＳ→ＳＣＲＣ

オリジナルＵＤＴ，ＸＵＤＴ
のＳＬＳ値に基づく
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付属資料　Ｄ

ＳＣＣＰ管理制御部状態遷移図（ＳＴＤ）

＃

＃



第３版作成協力者（1997年 1月 31日現在）

（敬称略）

第一部門委員会

部門委員長 川口　憲一 国際電信電話(株)
副部門委員長 庄司　滋彦 日本電信電話(株)
副部門委員長 林　和行 (株)日立製作所

橘　薫 第二電電(株)
稲葉　安男 東京通信ネットワーク(株)
薗田　宏 沖電気工業(株)
山口　健二 日本電気(株)
益田　淳 国際電信電話(株)
中尾　康二 国際電信電話(株)
星野　隆資 日本電信電話(株)
北見　憲一 日本電信電話(株)
松下　正彦 日本電信電話(株)
大西　邦宏 日本電信電話(株)
岡田　忠信 日本電信電話(株)
関口　幹夫 日本無線(株)
遠藤　一美 富士通(株)
久保　征英 富士通(株)
伊藤　修治 三菱電機(株)
中島　昭久 ＮＴＴ移動通信網(株)



（敬称略）

第一部門委員会　第一専門委員会

専門委員長 遠藤　一美 富士通(株)
副専門委員長 中尾　康二 国際電信電話(株)
副専門委員長 大西　邦宏 日本電信電話(株)

泊　哲郎 国際ﾃﾞｼﾞﾀﾙ通信(株)
松本　弘行 国際電信電話(株)
竹原　啓五 第二電電(株)
佐口　雅広 東京通信ネットワーク(株)
幕田　和彦 日本高速通信(株)
浅野　正訓 日本国際通信(株)
吉村　隆之 日本テレコム(株)
大羽　巧 日本電信電話(株)
大貫　雅史 ＮＴＴ移動通信網(株)
宮北　弘 (株)東京デジタルホン

竹内　知之 (株)四国情報通信ネットワーク

堀　智尚 中部テレコミュニケーション(株)
岡坂　定篤 日本移動通信

懸樋　恒久 大阪メディアポート(株)
近　義起 ＤＤＩ東京ポケット電話(株)
渡邉　恭行 (株)アステル東京

山田　博 (株)インテック

後藤　雅徳 沖電気工業(株)
田村　慶章 (株)東芝

岩本　真人 日本ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ ｲｸｲｯﾌﾟﾒﾝﾄ(株)
山口　健二 日本電気(株)
境　穣 日本無線(株)
上岡　貞雄 日本モトローラ(株)
岡崎　稔 ﾉｰｻﾞﾝﾃﾚｺﾑｼﾞｬﾊﾟﾝ(株)
新保　勲 (株)日立製作所

坪井　洋治 富士通(株)
大塚　晃 三菱電機(株)
住田　正臣 日本エリクソン(株)
浜田　啓嗣 日本情報通信ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ(株)

特別専門委員 横田　孝弘 日本高速通信(株)
ＴＴＣ事務局 小森　秀夫



.（ＪＴ－Ｑ７１４検討ｸﾞﾙｰﾌﾟ）

リーダ 松本　弘行 国際電信電話(株)
特別専門委員 吉岡　一明 日本高速通信(株)
特別専門委員 中里　浩二 日本テレコム(株)
特別専門委員 金沢　敬治 日本電信電話(株)
委員 大西　邦宏 日本電信電話(株)
特別専門委員 内山　靖之 ＮＴＴ移動通信網(株)
特別専門委員 佐藤　正昭 (株)東京デジタルホン

委員 山田　博 (株)インテック

委員 山口　健二 日本電気(株)
特別専門委員 山田　章人 日本電気(株)
委員 新保　勲 (株)日立製作所

委員 大塚　晃 三菱電機(株)


	　　



